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※各種認定事業所 



 認 定 機 関 経済産業省 

認 定 日 令和 8 年 3 月 9 日 

内 容 従業員の健康保持・増進に戦略的に取り組む法人を評価

する制度で、日本健康会議が認定します。職場環境の改

善、メンタルヘルス対策、健康づくりの推進など、総合

的な健康経営の実践が求められ、認定法人として社会的

評価を受けるとともに、働きやすい職場づくりを継続し

ていきます。 

 認 定 機 関 鹿児島県 

認 定 日 令和 8 年２月１８日 

内 容 県内企業が働き方改革に積極的に取り組むことを促進

するための制度です。長時間労働の是正、非正規雇用の

処遇改善、テレワーク等の柔軟な働き方の導入、休暇取

得の促進など、働きやすい職場環境づくりに取り組む企

業として認定された。 

 

認 定 機 関 厚生労働省 

認 定 日 令和６年３月１日 

内 容 女性活躍推進法に基づいた行動計画を策定し、目標を達

成し、女性の活動推進に関する取り組みが優良な企業を

「えるぼし認定企業」として認定する制度。採用・継続

就業・労働時間・管理職比率・多様なキャリアコースの

5 項目中、4 項基準を満たし、認定段階 2 の認定を取得

した。 

 認 定 機 関 厚生労働省 

認 定 日 令和５年 10 月 24 日 

内 容 次世代育成支援対策推進法に基づいた行動計画を策定

し、目標を達成するなどの要件を満たした企業を「子育

てサポート企業」として厚生労働大臣が認定する制度。

くるみん認定企業のうち、より高い水準の取り組みの実

施。女性育児休業取得者が％以上、男性育児休業取得率

100％、男性育児休業者取得者 84％誕生など。第 3 期

行動計画の実績でプラチナくるみん認定を取得した。 

 

 

認 定 機 関 厚生労働省 

認 定 日 令和３年 12 月 24 日 

内 容 障害者の雇用の促進及び安定に関する取り組みの実施

状況などが優良な中小企業を厚生労働大臣が認定する

制度。認定基準 50 点中 20 点以上の獲得、法定雇用

率以上の雇用など。  

～ 各 種 認 定 ～ 

New 

New 



 

 

 

認 定 機 関 厚生労働省 

認 定 日 平成 30 年 3 月 4 日 

内 容 若者の採用・育成に積極的で、若者の雇用管理の状況な

どが優良な中小企業を厚生労働大臣が認定する制度。直

近 3 事業年度新卒者の離職率 20％以下、年休取得率平

均 70％以上又は平均 10 日以上など。  

 

認 定 機 関 全国社会保険労務士連合会 

認 定 日 令和 4 年 3 月 8 日 

内 容 就業規則等の関連規程の整備状況や労働時間管理、休

憩、休日、労使協定等、所定の項目について社会保険労

務士の確認を受け、経営労務診断基準に基づき適正と認

められました。 
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Ⅰ 総括 

物価高騰・人材不足など，福祉事業を取り巻く環境が大きく揺れ動いた一年でした。そのよう 

な中でも，利用者の皆さまの生活を守り，職員が安心して働ける環境を整えるため，法人として 

着実な取り組みを進めた。結果，平均利用率が向上し，将来の設備更新に備えた積立や一定の収 

支差を生み，財務の安定化と内部基盤の強化が図られた。 

 

１．推進した事項 

(1)「利用者主体のサービスの提供」について 

個別支援計画の見直しやモニタリングを丁寧に行い，高齢化・重度化の進行に対応して 

介護ロボットの導入を勧め，また，サービスの質を高めるための研修や，第三者評価の受  

審にも取り組み，透明性と信頼性の向上に努めた。 

 

(2)「働きやすい職場づくり」について 

   賃金の向上を図り，また，介護事業所「たたえ」において先駆的に“週休 3 日制実施”に 

移行したほか，DX 化をすすめ業務負担の軽減化を進めた。 

外国人職員の受入れやジェンダー平等の推進など多様性を尊重した組織づくりに注力した。 

（追 ※主に外国人労働者対象とした社宅兼地域就労者用 GH の建設計画中） 

 

(3)「地域連携と社会貢献」について 

    施設の開放や地域イベント参加を通じて，地域の皆さまとのつながりを深めることができ 

たほか，姶良市との連携のもと生活困窮や身寄りのない方の緊急受入ニーズに応え，地域 

医療機関からの退院後の受入介護支援等を推進した。 

 

(4)「災害対策の推進」について 

   8･８においては，さちかぜ居住棟への浸水事案が発生したものの，現場・参集職員により 

   本部棟 2 階への緊急避難を実施，人身被害・事故等無く安全確保のうちで推移し，併せて 

BCP 計画の見直しや設備の更新につなげた。 

   姶良市との協定により，指定福祉避難所としての役割を担うことから，地域の安心に貢献 

できる体制整備に努める。 

 

２．決算概要 当期資金収支差額 24,677,664 円 / 当期末支払資金残高 250,871,940 円 
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２ 取り組み事項 

（１） 利用者主体のサービスの提供 

 

① 自立支援および重度化対策 

自立支援においては，利用者の障害特性や生活状況，支援目標に沿って作成された個 

     別支援計画をもとに必要に応じたモニタリングを確実に実施し，希望や困りごとといっ 

     たニーズに合わせ，適宜計画の見直しを行います。また，高齢期に移行しつつある利用 

     者の重度化に対し，介護ロボットを導入し，可能な限り利用者が自分の能力を活かして 

     生活していくことができるよう支援を行います。 

② サービスの質的向上 

支援の質を高めるため，定期的な研修やスキルアップの機会を設け，サービス提供状 

     況を定期的に評価し，職員にフィードバックを行うことで，サービスの向上を図ります。 

③ リスクマネジメントの徹底 

利用者や職員の安全を最優先事項とし，緊急時の対応マニュアルの定期的な訓練と見 

直しを実施します。 

④ 福祉サービス第三者評価受審 

     「ユースエール」をはじめ各種認定の取得・更新は，引き続き法人全体で推進しま 

す。福祉サービス第三者評価は，事業所単位で受審し，各事業所のサービスの質の向 

上と人材育成を目指します。 

   【福祉サービス第三者評価とは】 

福祉サービス第三者評価は，福祉サービスの質を向上させるために，第三者機関が公  

正かつ客観的に評価を行う制度です。この評価は，ご利用者がサービスを選択する際に 

役立ち，事業者が運営上の問題点を把握し，サービスの質を向上させることを目的とし 

ています。 

 国のガイドラインに沿った鹿児島県の評価基準を基に，県内では公益社団法人鹿児島 

県社会福祉士会など３団体が調査機関として指定されています。 

 評価受審後は，鹿児島県ＨＰや（独）福祉医療機構ＷＡＭＮＥＴで公表されます。 

（県 HP 公表：令和 6 年 5 事業所受審，令和 5 年 13 事業所受審） 

受審の目的を評価のみに限らず，受審までの準備段階から受審後の公表までの流れを 

経験することにより，運営上の体制やサービスの質を確認・検討・整備する機会とな 

り，社会的な透明性や信頼性が向上し，新規利用者獲得や利用者や職員の安心・安全に 

も寄与できるものと期待しています。 

 

取り組み事項（１）に対する評価 

①自立支援および重度化対策 

障害者支援施設さちかぜでは，睡眠状況を把握しながら個別ケアの質を高めることを目的に， 

眠りスキャンを 9 台導入した。また，共生型地域自立支援センターたたえでは，移動式リフト 

を導入し，重度障害者や高齢の利用者の安全な移乗介助を実現するとともに，職員の身体的負 

担の軽減につながった。これらの導入により，個別支援計画に基づく支援の質向上と，重度化 

に対応した支援体制の強化が進んだ。 

・令和 7 年度障害福祉分野の介護テクノロジー導入支援事業 

導入施設：さちかぜ 

導入内容：眠りスキャン一式 ９台 

導入費用：2,528,900 円 
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補助金額：1,881,000 円 

・令和 7 年度介護分野の介護テクノロジー導入支援事業 

導入施設：たたえ 

導入内容：移動リフト 2 台 

導入費用：960,000 円 

補助金額：802,000 円 

②サービスの質的向上 

令和 7 年度は，中堅職員活性化研修や役職者との振り返りを通じて，事業所ごとの支援体制や 

マネジメントの違いが明確になった。法人本部は研修設計や進行管理を担い，事業所と協働し 

ながらアクションプランの実践を後押ししました。また，DX 推進により勤怠管理・人事評価・ 

文書管理などがデジタル化され，専門職が本来の支援業務に集中できる環境が整いつつある。 

これらの取り組みにより，業務の標準化や情報共有の効率化が進み，支援の質向上に寄与した。 

・昇格状況 

マネージャー昇格 ２名，正職登用 1 名，役割等級昇格 3 名  

・資格取得状況 

R7.４ 社会福祉士 2 名，介護福祉士 1 名，精神保健福祉士 1 名 

R7.9  喀痰吸引等研修 2 号 1 名，実務者研修修了 3 名（３名とも R8.3 月介護福祉士合格） 

R7.12 知的障害福祉士 2 名 

③リスクマネジメントの徹底 

災害時の対応や設備不具合への対処を通じて，法人全体のリスクマネジメント体制の課題が見 

えてきた。8 月の災害では，お盆期間で業者の確保が困難な中，職員が復旧作業を行うことで， 

災害後の感染症発生を防ぐための迅速な対応ができた。 

また，停電・代表電話の不通・ネットワーク不具合などのトラブルを受け，BCP の観点から 

「困った点」を整理し，改善策の検討を進めている。 

さらに，離職防止の観点からカスタマーハラスメント対策の必要性が高まり，令和８年 10 月

に対策義務化にあわせ法人本部主導で対応マニュアルの整備を進めている。 

④福祉サービス第三者評価受審 

令和 8 年 3 月 13 日，共生型地域自立支援センターたたえ（生活介護）が初めて福祉サービ 

ス第三者評価を受審した。外部の専門機関による客観的な評価を受けることで，運営体制やサ 

ービスの質を見直す機会となり，利用者・家族アンケートでも好意的な意見が多く寄せられた。 

評価機関からも高い評価をいただき，今後の改善に向けた助言も得ることができた。 

 

 （2）専門職の連携を生かした職場づくり 

① 事業部門相互での情報共有化推進 

「福祉物語」などの共通システムを活用し，利用者の日々の記録を一元管理すること

で，事業所間での情報共有をスムーズに行い，サービスの向上と統一した支援，緊急時

の迅速な対応を実現します。 

② 働き方改革への的確な対応 

ア 賃金水準の引き上げ 

昨今の最低賃金の上昇や異業種の高額な初任給や昇給など，他産業との賃金格

差が福祉分野から他産業への人材流出の要因ともいわれています。人材の確保及

び定着を推進するため，継続的に賃金水準を向上させます。 

昨年度の人事考課シート及び各種手当改正に引き続き，全職員対象に基本給の
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ベースアップ及び各種手当改正を実施します。 

これにより，正職員の場合，一人あたり年収約プラス 20 万円・賃金上昇率

4.9％となります。 

 

【改正内容】 

・基本給ベースアップ：月額 21,500 円 

・処 遇 改 善 手 当：月額 2,000 円（旧月額 6,000 円） 

・物価高騰対策手当：月額 3,000 円（旧月額 10,000 円） 

 

  【改 正 後】 

正職員の場合 

・一 人 当：年収約+20 万円 

・賃金上昇率：4.9％ 

 

項 目 新 初任給 旧 初任給 比較 

大 卒 190,000 円 168,500 円 

+21,500 円 専門・短大卒 179,900 円 158,400 円 

高 卒 163,100 円 141,600 円 

 

イ 働きやすい環境（週休３日制の導入準備/社宅整備） 

各種認定取得等に伴って，様々な働きやすい環境づくりを推進します。今年 

度から一部の事業所でトライアルとして週休 3 日制（1 日８時間→10 時間） 

を実施します。厚労省の調査によれば，週休 3 日制を導入している企業は，全 

体の 7％程度であり，他法人との差別化が図れます。メリットとデメリットを 

精査し，本格導入を目指します。また，法人社宅を整備し，人材の確保と定着 

を強化します。 

 

ウ DX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の推進 

         PC 管理ソフト「福祉物語」では，利用者の情報が一元管理されており，サー 

ビス提供に関する業務がデジタル化されています。一方，日常業務で使用してい 

る起案書，購入伺い，回覧文書などの書類業務や報告作業は依然として紙ベース 

のものが多く，作成や確認・説明が負担となっています。そのため，デジタル化 

を進めることで職員の負担を軽減し，利用者支援に集中できる環境を整えます。 

 

【導入システム】 

 (1)ス マ ー ト 大 臣：出勤・退勤打刻/勤怠申請/休暇申請等 

(2)S m a r t  H R：人事・労務管理/身上変更申請等 

(3)シャチハタクラウド：回覧・文書管理 

 

エ 「健康経営優良法人認定」申請 

   健康経営優良法人認定の取得を目指し，令和 5 年度に「かごしま健康企業宣 

言」を行い，当法人で働く職員の健康課題の抽出と分析を実施しました。令和 

6 年度には，課題解決を目的としたさまざまな取り組みを行いました。令和 7 

年度は，大規模法人部門にエントリーします。また，健康経営基本方針に基づ 
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き，職員の健康保持・増進に努め，組織の活性化や生産性の向上，企業価値の 

向上に繋げます。 

     

オ 各種認定更新 

ユースエール認定は，毎年 4 月に更新申請が必要な認定です。年間の平均所定

外労働時間や年次有給休暇取得率などの実績を提出する必要があるため，月ごと

に実績の把握と周知を行い，速やかに申請を進めます。第 5 期となる次世代育成

支援対策推進法および女性活躍推進法の一体型一般事業主行動計画が令和 7 年度

よりスタートします。これに伴い，プラチナくるみん認定の認定基準も見直され

るため，両立支援の取り組みや雇用環境の改善に注力しながら，「プラチナくるみ

んプラス」認定の申請を行います。また，社会保険労務士による定期診断を実施

し，適切な人事労務管理に努めます。 

 

 
カ SDGｓ（エスディージーズ：持続可能な開発目標）への関りと外部への発信 

① 多様な人材の受入れ 

現在，６名の外国人労働者が誠実な勤務姿勢で業務に従事しており，外国

人ならではの明るい性格が職場の雰囲気を和やかにし，コミュニケーション

の活性化にも寄与しています。令和 7 年度中に，新たに３名の外国人労働者

を確保する予定であり，「ミンダナオ国際大学」との連携を検討しています。

同大学は，2002 年にフィリピン・ダバオ市で日系人により創設された教育

機関で，フィリピン唯一の日本語専攻や高齢者介護専攻を設置している大学

です。提携を通じて，在学中の実習先や卒業後の就職先として受け入れるこ

とで，新卒採用の促進が期待されます。 

② ジェンダー平等に向けた取り組み 

 教育格差，雇用格差，職場でのハラスメント，家事・育児の役割分担によ

る偏りのある負担，暴力や虐待による被害など，個人や社会に悪影響を及ぼ

すジェンダーギャップの是正に向けて，アンコンシャスバイアス（無意識の

思い込み）に気づき，行動変容を促す取り組みを推進します。   
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③ ペーパーレス化に向けた取り組み 

DX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の推進と並行し，事務業務における紙の使用を

削減し，オフィスの電力消費を抑え，環境に配慮した取り組みを進めます。 

④ ディーセントワークの実現 

 誰もが自分の仕事に誇りを持ち，やりがいを感じられる職場環境を整えるため，

メンタルヘルスの管理や働きやすい職場環境の整備を推進します。 

取り組み事項（２）に対する評価 

①事業部門相互での情報共有化推進 

南日本ソフトウェアを招いて勉強会を実施した。「福祉物語」をより有効に活用し，業務効率 

化や支援の質，生産性の向上につなげるため，未活用の便利な機能や他事業所で活用している 

機能について説明を受けた。また，日頃のケース記録や請求業務の中で生じる疑問点や要望を 

整理し，共有する機会となった。令和 8 年度よりクラウド化を実施。 

②働き方改革への的確な対応 

 ア賃金水準の引き上げ 

・基本給約 2 万円 UP の昇給を実施した。 

  →実績 平均 22,394 円昇給 

・12 月期賞与前年同時期＋約 6.2 万円増額した。 

  →実績 平均 60,278 円アップ 

 イ働きやすい環境（週休３日制の導入準備/社宅整備） 

共生型地域自立支援センターたたえでは，夜勤 10 時間勤務の導入に加え，日中の 10 時間 

導入の導入を行い，出勤回数の削減や日中帯の人員確保に効果が見られた。 

一方で，障害者支援施設さちかぜでも夜勤 10 時間勤務を試行したが，入所定員 80 名・日 

中サービス 80 名という大規模体制であるため，24 時間を通して一定数の職員配置が必要 

となり，夜勤 10 時間勤務を導入すると日中帯の人員確保が困難になるという課題が見え 

た。グループホーム晴町では夜勤の 10 時間を導入した。 

ウ DX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の推進 

・スマート大臣：令和 7 度から全事業所で導入し，打刻・申請・承認がスムーズに行えるよう 

になった。申請状況が一目で分かるため，職員・管理者ともに確認がしやすくなった。 

・Smart HR：身上登録・雇用契約書・辞令・研修記録・研修管理・人事評価など，紙から電子化 

への移行が定着しつつある。 

・シャチハタクラウド：回覧・文書管理の負担が軽減された。電子署名や電子契約についても 

今後導入を進めていく。 

 エ健康経営優良法人認定申請 

2026 年 3 月に健康経営優良法人の認定取得が決定した。総合評価は偏差値 44.7 で，回 

答法人全体の平均（50.0）や業種平均（48.8）を下回っている状況にあります。特に「経 

営理念・方針」「組織体制」「制度・施策実行」の 3 側面で得点率が低く，重点的な強化が必 

要であるため，引き続き改善に取り組んでいく。 

直近３年の定期健康診断受診状況 

実施年度 検診受診者数 再診者数 再診受診者数 

令和 7 年度 154 人 96 人 96 人 

令和 6 年度 157 人 80 人 78 人 

令和 5 年度 134 人 66 人 23 人 
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再診項目数順位 

年度順位 
令和７年度 令和 6 年度 令和 5 年度 

項目  （人） 項目  （人） 項目  （人） 

1 位 脂質異常症 （36） 脂質異常症 （29） 肝機能障害の疑い （21） 

2 位 高血圧 （27） 糖尿病疑い （17） 
糖尿病疑い （15） 

脂質異常症 （15） 

3 位 糖尿病疑い （19） 白血球増多 （16） 白血球増多 （12） 

 

 オ各種認定更新 

ユースエール認定，プラチナくるみん認定，えるぼし認定の実績公表を滞りなく実施した。 

令和 7 年度は「かごしま働き方改革推進企業」にもエントリーし，無事に認定を取得した。 

 カ SDGｓ（エスディージーズ：持続可能な開発目標）への関りと外部への発信 

10 月には，特定技能外国人の採用面接をフィリピン現地で実施した。ミンダナオ国際大学

を視察し，経済的理由で進学が困難な学生を支援する後援会制度に加入した。これにより，

卒業後の就職につながる国際的な人材確保を進めることができる。 

これらの取り組みを通じて，SDGs が掲げる「誰一人取り残さない」職場づくりを法人全体

で推進している。 

  

（3）地域との連携と社会貢献 

① 施設設備の開放及び職員・利用者による地域交流活動の推進 

施設設備の開放により，地域住民や団体とコミュニティとの繋がりを深めます。地域 

住民も参加できるイベント企画や地域コミュニティや学校との交流活動を通じ，地域共 

生社会の促進や健康と福祉の向上に努めます。  

② 多様化する福祉ニーズの掘り起し 

 生活困窮者が必要なサービスを利用できるよう支援するとともに，身寄りがないこと

によって「入院・入所時の保証」「医療同意」「金銭管理」「死後対応」など，さまざまな

場面で不便が生じるケースに対応します。そのため，関係機関との連携を強化し，成年

後見制度の利用を推進します。 

   ③ 障害者や高齢者に対するショートステイの提供推進 

   重度・高齢化に対応した設備，家族の負担軽減を目的としたレスパイトケアの推進の 

ため事業所間連携に努めると共に，行政や地域と連携し包括的な支援体制を構築します。 

④ 効果的な情報の発信 

  ・法人ホームページ/あいらびゅーFM 

・ソーシャルメディア 

Instagram（インスタグラム）/YouTube（ユーチューブ） 

      ・各団体が運営するサイト，冊子等 

        鹿児島県ワンステップ/労働局ユースエール企業紹介，育児の日フォーラム等 

      ・南日本新聞社 「PR TIMES」プレスリリース年３回 

これらの情報発信を継続し，新しい挑戦を楽しみながら，柔軟で活気ある組織づくり 

に努めます。 

取り組み事項（３）に対する評価 

①8 月豪雨災害発生時には，地域住民 6 名および法人サービス利用児とその家族 1 世帯に対し 
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て生活用水の提供ならびにトイレ・シャワーの貸出を行い，地域の生活支援に寄与した。障害 

特性のある利用児については，事前に複数のシャワー室の写真を提示し，本人が選択できるよ 

うにするなど，見通しを持てる環境調整を行った。また，日曜日も対応できるよう事務所の出 

勤体制を整備するとともに，Instagram 等を通じて情報発信を行い，地域住民への迅速な周知 

と安心の確保に努めた。 

②成年後見制度の利用促進を図るため，保護者会役員へ制度の概要と活用場面について説明を 

 行った。また，身元引受人からの相談に基づき，成年後見人選任に向けた医師意見書の作成依 

頼など，必要な手続きを進めた。 

③R7 年 12 月，グループホーム晴町短期入所に緊急受入。両親との関わりが難しく，自宅を出 

てしまうなどの行動があり，相談事業所より緊急受入の依頼があった。姶良市と協議の上， 

1 週間の利用となった。 

④法人ホームページの定期的な更新と，あいらびゅーFM は月 2 回の放送を実施することができ 

た。 

・ONE STEP2025 （鹿児島県職場におけるジェンダー平等優良企業取組事例集）掲載 

・ユースエール企業紹介（鹿児島労働局企業紹介）掲載 

・厚生労働省：事業主・人事部門向け「不妊治療を受けながら働き続けられる職場づくりのためのマ 

ニュアル」掲載 

・厚生労働省委託事業「女性の活躍推進及び両立支援に関する総合的情報提供事業」掲載 

・厚生労働省委託事業「仕事と育児カムバック支援サイト」掲載」 

・南日本新聞 2026.3.8 国際女性デー 女性活躍の取り組み 掲載 

 

（4）災害対策の推進 

   ① BCP 事業継続計画における職員確保策の検討 

令和６年度は，５月末の線状降水帯発生による大雨や，８月末の台風により停電な 

どの影響を受けました。これを受けて，BCP の検証と見直しを行い，備蓄食料の定期 

的な消費と補充を実施し，有事に備えています。 

また，万が一の際に利用者及び職員の命を守る行動，安全を確保する行動が取れる 

よう，繰り返し研修を実施し，職員の意識向上を図ります。 

② 県及び姶良市との連携推進 

災害時に一般の避難所での避難生活が困難な高齢者や障害者など，特別な配慮を必要 

とする人を対象とする指定福祉避難所として，姶良市と協定を締結しました。当施設を 

利用する要配慮者とその家族を対象とした指定福祉避難所となるので，対象者への説明 

と，利用を希望される方への個別避難計画の作成を進めます。 

取り組み事項（４）に対する評価 

事業継続計画の理解促進，姶良市内で発生する災害規模の情報共有，炊き出し訓練，避難訓

練の実施と地域住民の参加等，多岐にわたる取り組みを実施した。 

①事業継続計画（BCP）研修を年２回実施して計４０人参加したほか，各事業所にて災害対策 

訓練を実施した。 

②就労課，地域生活課では炊き出し訓練を年２回実施し，被災後の電気・ガスが停止した状態 

で限られた人数で効率的に食事を確保するための訓練ができた。 

③災害時に誰一人取り残さないために，福祉施設における災害対策では地域との連携は不可欠 

である。そのため，近隣の施設，病院等との相互連携をはじめ，地域の自主防災組織や近隣 

住民との協力体制の整備が推進されている。通所事業所では避難訓練を実施する際に，保護 
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者や地域の方々にも訓練への参加を呼びかけている。令和７年度には，保護者が参加する避 

難，引き渡し訓練のほか，近隣住民も交えた救急救命講習などを実施した。 

④令和 7 年 8 月 8 日，鹿児島県地方気象台から薩摩地方で線状降水帯による非常に激しい雨が 

同じ場所で降り続く見込みがあるとして 1 時 7 分に「顕著な大雨に関する情報」があった。 

8 月 8 日，4 時 50 分頃，障害者支援施設さちかぜ，わいわいコートの排水が追い付かず， 

しらがね居室，さくらじまホール，リフレッシュコーナーから管理棟 1 階，にしきえ 2 丁目 

へ浸水し床上浸水被害になった。合計 53 世帯の被害であった。 

夜勤者にて利用者を管理棟 2 階へ避難し対応し利用者に怪我はなかった。利用者居室のフロ

アマットが濡れ，衛生面において，早急に復旧が必要であったが，お盆期間であり，業者に

依頼することが難しく，職員にてフロアマット等の張り替え作業を行った。また，姶良市，

霧島市では，断水が続いたため，SNS にて障害者支援施設さちかぜの休憩室を案内し姶良

市，霧島市から問い合わせあり，入浴施設提供した。 

姶良市へ罹災証明の申請を行い，罹災証明書 53 件発行された。姶良市から生活支援金，被 

災見舞金があった。 

 

３ 苦情・相談 

（１） 推進目標 

① 利用者満足度の向上: 利用者やご家族等の声を積極的に取り入れ，サービスの質を向上さ   

        せることを目指します。 

② 透 明 性 の 確 保: 相談・苦情の対応プロセスを明確にし，相談者に対して透明性を持 

った対応を行います。 

③ 迅 速 な 対 応: 相談・苦情が発生した際には迅速に対応し，問題解決に努めます。 

④ 継 続 的 な 改 善: 相談・苦情を通じて得られた情報を基に，課題解決に向けた取り組 

みを行い，サービスの継続的な改善を図ります。 

 

推進目標に対する評価 

令和 7 年度の相談・苦情の受付は 15 件であり，内訳は，相談 8 件・苦情 7 件である。 

令和 7 年度の相談・苦情件数は，前年度（18 件より減少している。全体としては，ここ数年

の増加傾向からやや落ち着きをみせている。 

ここ数年はコロナ禍の影響により，社会全体で生活の不安が広がり，家族の経済的困窮による
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相談が多かった。しかし，社会状況の落ち着きとともに，金銭援助を申出る家族は特定の数名に

限られる傾向がみられ，相談内容にも変化が生じている。 

また，親亡き後の相続手続きにおいて成年後見人を選択しなければ手続きが進まない事例も増え

ており，支援体制も変化してきている。金銭援助に関する相談については，県の助言を踏まえつ

つ，本人の意思決定の可否を確認し，本人と関係職種を交えた話し合いを行いながら対応を進め

ることができた。 

令和 7 年度の相談・苦情の特徴として，入所から２年以内の利用者・家族からの申出が一定数

見られた。この時期は生活リズムや支援体制が安定していく途中段階であり，家族が施設生活を

具体的に理解し始める時期でもある。そのため，支援内容に関する確認や相談が生じやすいが，

こうした申出に丁寧に対応することが家族との信頼関係の構築につながると考えられる。 

 

４ リスクマネジメント 

（１） 推進目標 

① 利用者の安全確保 

利用者の安全を最優先とし，事故やトラブルの発生を未然に防ぐことを目指します。 

② 職員の労働環境改善 

職員の安全と健康を守り，働きやすい環境を整えることを目指します。 

③ 透 明 性 の 確 保 

リスクマネジメントのプロセスを明確にし，利用者やその家族に対して透明性を持っ

た対応を行います。 

④ 迅 速 な 対 応 

リスクが発生した際には迅速に対応し，被害を最小限に抑えることを目指します。 

⑤ 継 続 的 な 改 善 

リスクマネジメントの取り組みを通じて得られた情報を基に，課題解決に向けた取り

組みを行い，サービスの継続的な改善を図ります。 
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推進目標に対する評価 

令和 7 年度の事故件数は 41 件であった。直近３事業年度の件数は表 1 のとおりであり，事

故内容としては例年と同様に転倒が最も多く 16 件を占め，離園・逸走および医療・処置関係が

各 7 件，服薬関係が 6 件とであった。 

転倒については，重度化や高齢化，持病（てんかん等）に伴う影響が大きく，日常生活の中で

完全に防ぐことが難しい場面もみられた。一方で，保護帽の使用検討や歩行器の導入など，本人

の状態に応じた支援を進めることで，重度化に伴う怪我のリスク軽減に取り組むことができた。 

離園・逸走については，入所から 2 年前後の強度行動障害を有する利用者において，施設外へ

の関心が高まりやすい特性が影響していた。こうした行動特性に応じた支援の専門性を高めてい

く必要がある。事故の多くは利用者の動きが増える時間帯に発生しており，見守り体制や支援が

集中する時間帯の工夫が引き続き求められる。 

 

５ 年間計画実績 

月 事 業 内 容 月 事 業 内 容 

4 

入社式・辞令交付式 

施設親善球技大会（県知障協） 

「ユースエール認定」更新申請 

 MVG エントリー開始 

ベストスマイルアワードエントリー開始 

10 

内部監査（預り金・各事業） 

集団検診（全利用者・全職員） 

姶良・伊佐地区わくわくスポーツ大会 

秋祭り，錦江校区運動会 

虐待防止人権擁護アンケート実施 

5 

鹿児島県障害者スポーツ大会（県） 

決算監事監査・公認会計士外部監査 

預り金報告 

次世代・女性活躍推進法に係る実績公表 

（ホームページ・両立支援ひろば・女性活躍

データベース） 

11 

公認会計士外部監査 

（内部監査経理部門を外部監査とする） 

預り金報告 

おはら祭り 敬天会踊り連 

6 

社会福祉法人現況報告書等提出 

資産総額変更の申請（法務局） 

理事会開催（決算・事業報告等） 

評議員選任・解任委員会 

定時評議員会開催（決算・事業報告等） 

姶良市福祉運動会 

「経営労務診断適合企業」更新 

12 

仕事納め式  

令和 7 年 年末調整 

職員満足度調査実施 

姶良地区安管交通安全運動 

敬天会忘年会 MVG 等各種表彰式 

 

7 

社会保険月額報酬算定基礎届 

錦江地区コミュニティ運動会 

顧客満足度調査実施 

介護福祉士実務者研修教室開講 

1 

仕事始め式 

給与支払報告書・法定調書届 

8 

社会福祉施設監事等研修・預り金報告 

ハラスメントアンケート実施 

介護福祉士実務者研修教室開講 

2 

新年度事業予算・計画協議 

預り金報告 

新卒者採用活動準備 

9 

姶良地区安管交通安全運動 

 
3 

理事会開催（新年度予算・事業計画等） 

契約職員新年度更新に伴う面談 

３６協定届出（加治木労基） 

姶良市福祉祭り 
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６ 階層別会議等年間計画（別紙１） 

 

７ 人材育成計画及び職場内研修年間計画（別紙 1） 

 

８ 預り金等管理状況/預り金管理実績（令和 8 年 3 月 31 日現在） 

① 預貯金管理  

 在籍数 預貯金管理 預貯金預り金額 

しらがね 43 名 32 名 
約 372 百万円 

にしきえ 37 名 31 名 

満天ハイツ 36 名 30 名 約 210 百万円 

晴町 12 名 10 名 約 39 百万円 

たたえ 10 名 5 名 約 13 百万円 

計 138 名 108 名 約 634 百万円 

② 現金管理 

 在籍数 現金管理 現金預り金額 

しらがね 43 名 43 名 
約 109,000 円 

にしきえ 37 名 37 名 

満天ハイツ 36 名 36 名 約 67,000 円 

晴町 12 名 12 名 約 24,000 円 

たたえ 10 名 10 名 約 9,000 円 

計 138 名 130 名 約 209,000 円 

※対象外(自己管理)5 名(満天ハイツ・GH 晴町) 

①預貯金＋現金 合計 634,209,000 円  

  ※現金保管については，毎月のお小遣い(週末ジュース代等)として，おひとりあたり入所 

3,000 円，満天ハイツ 5,000 円，晴町 5,000 円たたえ 3,000 円を各事業所で保管管 

理している。 

また，成年後見人が選任されておられる方は，現金をお預かりしている。 

 

ア 新規の成年後見人制度利用 無し 

20 歳到達に伴う障害年金の申請手続き 3 名 

  指定難病更新申請 3 名 

イ 現在，法定成年後見人が選任されている方々 

 

 

 

 

ウ 預り金の収支状況報告は，6 月，12 月，2 月の 3 回を郵送で実施しており， 

この報告に対する確認届の回収率は，以下のとおり。 

報告月 6 月 12 月 2 月 

対象月 10～3 月 4～6 月 7 月～9 月 

回収率 91% 71% 90％ 

  

司法書士，弁護士が 

成年後見人等 

ご家族が成年後見人

等 
合計 

9 名 11 名 20 名 
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エ 新規利用契約者（下記参照）の住民票異動手続き，国保，年金，療育手帳その他手帳の

住所変更を実施。 

     

   ■新規利用契約者   

令和 7 年 5 月 さちかぜ（女性）1 名 

令和 7 年 6 月 満天ハイツ（女性）1 名 

令和 7 年 7 月 たたえ（男性）1 名 

令和 7 年 11 月 晴町（男性）1 名 

令和 8 年 2 月 さちかぜ（女性）1 名 

   ■契約終了者 

令和７年 4 月 晴町（女性）1 名 遺留者 

令和 7 年 5 月 たたえ（女性）1 名 遺留者 

令和 7 年 8 月 晴町（男性）1 名 遺留者 

令和 7 年 11 月 たたえ（男性）１名 遺留者 

令和 8 年 1 月 晴町（女性）1 名 遺留者 

令和８年 3 月 晴町（女性）1 名 退所者 

・遺留金品の引き渡し 5 件。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成年後見人等 身寄りがない方 身元引受人がおられる方 合計 

9 名 4 名 124 名 137 名 

報告無し 本人への報告 身元引受人へ報告  
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9 事業内容 

（１）第一種社会福祉事業の実施    

・障害者支援施設 さちかぜ 

施設入所支援事業 

 

（２）第二種社会福祉事業 

・障害福祉サービス事業の経営 

  障害者支援施設 さちかぜ 

       生活介護事業 

       短期入所事業 

      kakeru 

       就労継続 B 型支援事業 

      ｈopen  

       就労継続 B 型支援事業 

満天ハイツ 

共同生活援助事業（介護ｻｰﾋﾞｽ包括型） 

       グループホーム晴町 

共同生活援助事業（日中ｻｰﾋﾞｽ支援型） 

短期入所事業 

・相談支援事業の経営 

      生活支援センター さちかぜ 

       指定障害児相談支援事業 

指定特定相談支援事業 

       障がい者相談支援事業 

障がい児等療育支援事業 

・老人デイサービス事業の経営 

      共生型地域自立支援センター たたえ 

       地域密着型通所介護 

介護予防・日常生活支援総合事業 

 ・障害児通所支援事業の経営 

      クリエイティブテサポート くじら 

     児童発達支援事業 

放課後等デイサービス 

    コミュニティケア ぺんぎん（重心対応） 

     児童発達支援事業  

放課後等デイサービス 

 

（３）公益事業の実施 

   ・障害者日中一時支援事業 

・有料老人ホームの経営 
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Ⅱ 障害者支援施設さちかぜ（施設入所支援・生活介護） 

１ 推進目標 
（１）生活の質を高める為，サービス向上継続に努める。 
（２）人材育成の推進と接遇マナー向上に取り組み，質の良いサービスを提供します。 
（３）障害を持つ方々が安心して暮らせる生活環境を提供し，自立や社会参加を支援する。 

推進目標に対する評価 
担当者と定期的に個別支援計画の見直しを行い，ご利用者一人ひとりのニーズや生活状況の変

化に応じた支援内容の更新・改善に努めた。また，課内ミーティングの場を活用してヒューマン

スキルおよび介護技術に関する研修を定期的に実施し，職員が自己研鑽に取り組む機会を設ける

ことで，支援の質と処遇マナーの向上につなげることができた。 
ICT 化の取組について，令和７年度，眠りスキャン９台導入し，利用者の体動（寝返り，呼吸，

心拍など）を検出し支援者へ異常を知らせ，眠りスキャン eye で訪室判断をより的確に行うこと

で，睡眠時，利用者の情報を把握しながら個別ケアを充実させるとともに支援者の生産性を向上

させることができた。睡眠状況が可視化されることで体調の変化に早期に気づき医療機関との連

携が図れた。令和７年度，配膳ロボットのデモを実施し，より利用者支援の充実ができるよう取

り組みができた。 
８月の豪雨災害により事業所が被害を受けたが，職員が一丸となって迅速な復旧対応にあた

り，ご利用者の生活環境の早期回復を図ることができた。さらに，地域連携推進会議を通じて事

業所の取り組みを地域住民の方々に知って頂くことができ，ご利用者が地域の一員として共生で

きる社会の実現に向けて着実に歩みを進めることができた。 
地域移行確認について，利用者１名から地域移行の要望があり，相談員と連携し見学，体験を

重ね，グループホームへ入居することができた。 
 
２ 取り組み事項 
（１）リハビリ班，創作活動，生産活動班の活動提供が定着できるよう，活動カレンダーを作成     

し見通しをたて活動を提供していく。感染症対策を継続し一人ひとりの行きたいところ，好 
きな事を実現できるよう外出，買い物等，個別支援計画を基に支援していきます。個別支援 
計画は本人の望む生活が送れるよう，本人に参加をしてもらい本人の意向を把握するととも 
に，本人に意向に沿ったサービス提供を行う。 

取り組み事項（１）に対する評価 
活動カレンダーを活用し，リハビリ班・創作活動・生産活動班それぞれの活動を計画的に提供

することができた。季節感を取り入れたプログラムをスケジュールに沿って実施することで，ご

利用者が見通しを持って活動に参加できる環境を整えることができた。 
また，感染症対策を継続しながら，誕生者外出としてご利用者一人ひとりの希望する場所への

外出や買い物支援を実施し，個別の希望を実現することができた。個別支援計画の作成にあたっ

ては，本人へ会議に参加していただき，生活における意向や希望を丁寧に把握するよう努めた。 
 

（２）人材育成の推進と接遇マナーの徹底で質の良いサービスを提供します。利用者に対する声 
掛け，職員間での言葉遣い，呼称，支援方法を毎月ミーティング時に行う。マニュアルを再 
確認し，一人ひとり確認，評価できる環境を作っていく。定期的に調理実習を行うことで生 
活体験を積む機会とする。 
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取り組み事項（２）に対する評価 
朝礼および課内ミーティングを定期的に活用し，ご利用者一人ひとりの状況や変化について職

員間で情報を共有するとともに，支援上の課題を話し合う場を設けることで，より質の高いサー

ビス提供に努めた。また，ミーティングの機会を通じて，ご利用者への声掛けの仕方や職員間の

言葉遣い・呼称・支援方法についても確認・振り返りを行い，接遇マナーの向上につなげること

ができた。さらに，少人数であったが，調理実習を実施し，ご利用者が日常生活に必要な体験を

積む機会を設けることができた。 
 マニュアルについて，統一されていない面もあったため，文章だけではなく，可視化できるよ

う見直しが必要である。来年度の課題として継続して進めていく。 
 

（３）人材育成，スキルアップを目的に基礎研修受講を促し，学び，実践し，他職員へ研修 
  内容を伝える場を設ける。また，サクラボで動画視聴し，スキルアップに繋げる。 

取り組み事項（３）に対する評価 
職員のスキルアップを目的に基礎研修の受講を積極的に促し，学びの機会の確保に努めた。中

堅職員活性化研修においては，受講したミドル層の職員が研修内容を他の職員へ伝達する伝達研

修を実施し，研修で得た知識や気づきを職場全体で共有することができた。また，課内ミーティ

ングの場を活用して定期的に研修動画を視聴する機会を設け，職員一人ひとりが継続的に自己研

鑽に取り組める環境づくりを進めることができた。 
 外部研修を受けた職員から学んだ，気づいたことを課内に情報発信，利用者支援や業務に繋

げることができなかった。内部研修，外部研修での学びを利用者支援に繋げるようグループミー

ティング，職員会議等で報告をしていく。事例発表会や他事業所見学を行い，職員のスキルアッ

プ，職員の昇格に繋げていく。 
 

（４）地域資源を活用し利用者の地域参加を促していきます。買い物，地域イベントや地域展示 
会へ参加し，利用者一人ひとりの「やる気，目標」に繋げていきます。地域連携として行政 
や地域ボランティア団体との連携を強化していきます。 

取り組み事項（４）に対する評価 

事例発表会および他事業所見学については，令和 7 年度の実施には至らなかった。一方で，強

度行動障害のあるご利用者への支援を検討するチームに職員が参加し，専門的な視点から支援方

法を学ぶ機会を得ることができた。この経験を職場内で共有しながら，職員のスキルアップにつ

なげていきたい。 

地域参加の取り組みとしては，にしきえ祭りおよび WAKUWAKU スクエアに参加し，ご利用

者が生産活動で作成した小物の販売を行った。販売活動を通じてご利用者一人ひとりの「やる気・

目標」につながる貴重な経験の場となった。また，柁城小学校の金管バンドによる演奏鑑賞やえ

いちゃんずによる演劇観覧など，地域との交流を通じてご利用者が豊かな時間を過ごすことがで

きた。 
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Ⅲ 障害者支援施設さちかぜ（短期入所・日中一時支援事業） 

１ 推進目標 

（１）保護者の負担軽減を図り，必要とされるニーズに応えより良いサービス提供に取り組 

む。 

（２）各事業所との引継ぎを徹底し，連続した一連のサービス提供の充実を図る。 

（３）利用者へ適切・効果的な支援の提供と共に，保護者との連携を図る。 

推進目標に対する評価 

ご家族の休息や負担軽減を目的としたレスパイトケアの提供に努め，ご利用者一人ひとりの状

況やニーズを丁寧に把握しながら，必要とされる支援に柔軟に対応できるよう取り組んだ。また，

関係機関との連携を密に保ちながら，サービス担当者会議やモニタリングを定期的に実施するこ

とで，各事業所間での引き継ぎを徹底し，連続した一貫性のあるサービスの質の向上を図った。

さらに保護者との連絡・相談を通じて連携の強化に努め，家庭での様子や意向を支援に反映させ

ることで，ご利用者が安心して過ごせる環境づくりに取り組んだ。 

 

２ 取り組み事項 

【短期入所】 

（１） 在宅で利用者の介護をされているご家族が，都合により一時的に介護が困難となった場

合，短期間の入所サービスを提供し，日常生活に必要な支援を行う。 

（２） 夜間の緊急時には，迅速かつ的確に対応する。 

取り組み事項に対する評価 

在宅で介護を担われているご家族が一時的に介護困難な状況となった際に，短期入

所サービスを速やかに提供し，ご家族のレスパイトケアに努めた。入所中はご利用者

一人ひとりの状態やニーズを丁寧に把握しながら，日常生活に必要な支援を適切に提

供することができた。また，看護師と日頃から連携体制を整え，健康状態の把握と体

調管理に努めるとともに，夜間における緊急時にも迅速に対応できる環境づくりに取

り組んだ。 

 

【日中一時支援】 

（１） 一時的に見守り等の支援が必要な利用者等の日中における生活の場を確保し，利用者等 

の家族の就労支援及び日常的に介護している家族の一時的な休息を図る 

取り組み事項に対する評価 

仕事や諸事情により一時的に介護が困難となったご家族に対して，日中一時支援を提供し，レ

スパイトケアの充実に努めた。ご利用者一人ひとりの状況やニーズを丁寧に把握しながら，必要

な支援を適切に提供することができた。近年は障害児のご利用者が増加傾向にあることを踏ま

え，障害者施設としての環境を活かしながら，安心・安全に過ごせるよう支援体制を整え，受入

れに取り組んだ。 
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Ⅳ 満天ハイツ（共同生活援助事業・介護サービス包括型） 

１ 推進目標 

（１） ご利用者一人ひとりの意向を踏まえて，地域において安心して安定的な生活が送れ，障害の

特性や心身の状態に配慮した支援サービスの提供に努め意思や希望が反映された生活とな

るよう意思確認や選好に十分な時間を取り，ご利用者の最善の利益に資するよう支援する。 
 

（２） 利用者の高齢化や重度化に伴う支援体制の構築と職員の対応スキルの向上に努めるととも

に，グループホームでの継続的な生活が営めるようにご家族や関係機関と連携のうえ包括的

な対応を図る。 

推進目標に対する評価 

個別支援計画に基づいた支援や意思決定支援，虐待防止に関する取り組みなど定例会議への参加等

を通じて一定程度実施できた。一方で，各種研修やスキルアップに対する主体的な取り組みや浸透に

は課題が見られた。全体としてはやや消極的な実施状況にとどまった。今年度は事業計画を基に，よ

り専門的なスキルアップを図り，かつ利用者さん自身にも社会での生活をする上での出来ることを増

やすアプローチを行っていきたい。 

 

２ 取り組み事項 

（１）利用者のニーズを踏まえて作成した個別支援計画に基づき適切な支援サービスの提供に努めます。 
また，意思決定や合理的配慮に留意した対応やご利用者の権利擁護，虐待防止の取り組みを更に 
推進するために定例会議や内部研修等において職員へ周知徹底します。 

取り組み事項（１）に対する評価 

個別支援計画に基づいた支援や意思決定支援については，利用者の表情・行動・生活リズム等

の変化を観察し，モニタリングや日々のコミュニケーションを通じて選好や意向の把握に努めな

がら一定程度実施することができた。また，合理的配慮や権利擁護，虐待防止に関する取り組み

についても，課内研修や各種研修への参加を通じて職員への周知を図り，支援の質の向上に努め

ている。一方で，各種研修やスキルアップに対する主体的な取り組みや組織的な浸透には課題が

見られ，全体としてはやや消極的な実施状況にとどまったため，今後はより具体的かつ実践的な

目標設定を行い，専門性の向上と利用者一人ひとりの社会生活に向けた力を育む支援の充実を図

っていく必要がある。 

 

（２）地域連携推進会議を開催するにあたり，広報誌や SNS 等を活用し，保護者，地域住民や行 

政に対して満天ハイツの日常等を発信・説明し，活動等知っていただく機会を作る。様々な 

社会経験を獲得する中で地域住民との関りを通し相互に理解を深める機会，社会ルールを学 

ぶ機会を増やす。 

取り組み事項（２）に対する評価 

昨年１０月に地域連携推進会議を開催し，保護者・地域住民・行政との情報共有や意見交換を

行うことができた。満天ハイツの日常の様子や活動内容の説明を通じて，地域に向けた理解促進

に努めている。また，地域行事への参加や近隣商業施設への外出等を通じ，利用者が社会経験を

積む機会を確保するとともに，地域住民との相互理解を深める取り組みを進めることができた。

一方で，広報誌や SNS 等を活用した継続的な情報発信や，地域との主体的かつ継続的な関係づ

くりについては課題が残る結果となったため，今後は利用者の社会参加の機会をさらに拡充しな

がら，地域とのつながりを深める取り組みを強化していく必要がある。 
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（３）健康面への配慮や支援については，日々の健康状況の（バイタル状況・食事量や表情など）把握 
に努め，看護師・医療機関との連携を図る。 

取り組み事項（３）に対する評価 

入居者の６割が６０歳以上であり高齢化が進んでいる中で，日々の健康状態について，バイタ

ル（体温・脈拍・血圧等）や食事量，表情・行動の変化を職員が継続的に観察・記録し，健康状

態の把握に努めることができた。体調変化が見られた際には，看護師へ速やかに報告し，必要に

応じて医療機関との連携を図りながら受診につなげている。また，服薬状況の確認や生活リズム

の把握を通じて，利用者が安心して生活できるよう健康面への支援を行った。通院支援の機会も

増えたことで，職員自身が健康状態や医療的視点について学ぶ機会となり，支援の視点の広がり

にもつながっている。一方で，健康情報の共有方法や医療的視点を日常支援へ十分に活かしきれ

ていない場面も見られるため，今後は情報共有の仕組みづくりや職員間の理解の統一を図りなが

ら，より継続的かつ専門的な健康支援体制の強化を進めていく必要がある。 

 

３ 年間計画  

 

 

 

 

 

 

 

4 月 
花見・広報誌発行・球技大会 

家族交流会（意思決定支援研修） 
10 月 

錦江校区運動会 

意思決定支援研修 

地域連携推進会議 

5 月 
障害者スポーツ大会 

 
11 月 

冬季買い物外出 

にしきえ校区グランドゴルフ大会 

フットサル大会 

6 月 調理実習 12 月 
クリスマス会・忘年会 

防災訓練（就労合同） 

7 月 
行きたいところ外出 

課内会議（BCP 研修（災害・感染）） 
1 月 年始会・初詣 

8 月 夏季買い物外出 2 月  

9 月 

自治会敬老会 

防災訓練（第４・５満天） 

利用者旅行９月～１１月 

3 月 
自治会主催 ペタンク大会 

防災訓練 
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Ⅴ 共生型地域自立支援センター たたえ  

１．推進目標 

 【事業所の目指す姿】 

  利用者や家族の「思い」「意向」「困り感」に寄り添いながら，「専門性」と「おもいやり」をも

った質の高い支援を提供していきます。そして，障がい，年齢，性別などの枠を超えて，安心

して過ごせるユニバーサルな事業所を目指します。 

 【職員の目指す姿】 

  職員は「求める人材像」を基本とし，かつ福祉人として障害特性や高齢化への理解，対応力の

スキル向上に努めます。またチームの一員として，職員一人ひとりが自分の役割と責任を明確

に持ち，職種や階層を超えた連携と専門性の発揮を目指します。 

  私たちは，常に成長を続け，多様性を認め合う柔軟な姿勢を大切にします。そして，新しい挑

戦を恐れず，常に変化を受け入れ，より良い支援の形を追求し続けます。 

推進目標に対する評価 
事業所として，ご利用者やご家族の「思い」「意向」「困り感」に寄り添いながら，専門性と思い

やりを持った支援の提供に努めることができた。また，障害特性や高齢化への理解を深め，倫理観

やマナー，専門的スキルの向上に向けた取り組みを進めることで，福祉人としての資質向上を図っ

た。職員一人ひとりが役割と責任を意識し，職種や階層を超えた連携を図る風土づくりにもつなが

っている。さらに，多様性を認め合いながら新たな取り組みに挑戦する柔軟な姿勢も醸成された。

一方で，地域の中での存在意義や役割については発展途上の面もあるため，今後は地域とのつなが

りをさらに深め，誰もが安心して過ごせるユニバーサルな事業所づくりを推進していく必要がある。 

 
２．取り組み事項 

（１）個別性と専門性を重視した支援 

・利用者の「思い」「意向」「困り感」に寄り添い，それを形にした支援計画を策定する。計画

を基に，職員が統一した支援を提供する。 

・利用者一人ひとりの障害特性に配慮した支援を提供する。行動障害など対して，構造化，ス

ケジュール，ルーティンの確立し，適切な環境設定と支援を提供する。 

・利用者の歩んできた人生や生活歴に目を向け，職員はこれから，その人生の一部に関わるこ

とを理解し，彩りある生活を一緒に共有できるよう努める。 

取り組み事項（１）に対する評価 

個別支援計画については，サービス管理責任者を中心に，ご利用者・ご家族・職員への聞き取

りを行い，利用者一人ひとりの意向や思いを汲み取った支援計画の策定に努めた。また，個別支

援計画を要約したシートを作成し，必要な支援内容を職員が視覚的に把握しやすいよう工夫する

ことで，支援の統一性向上につなげている。 

強度行動障害への支援については，担当制でアセスメントシートの作成を行った。当初は支援

の視点や考察内容にばらつきが見られたものの，他職員のシートを参考にしながら検討を重ねる

ことで，障害特性への理解や考察力が深まり，利用者一人ひとりの特性に応じた支援計画の作成

につながった。また，この取り組みを通じて職員個々の支援力向上にもつながっている。 

 

（２）高齢者や医療ケアが必要な利用者への支援 

・心身への負担を軽減し，快適に過ごせる環境を整備する。ポジショニングの工夫や福祉用具

の活用，カーテンなどの環境設定を適切に行い，利用者の安心と快適さを追求する。 

・ベッドや車いすから離床して過ごす時間を大切にし，利用者の活動性を促進する取り組みを
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行う。 

・外部関係機関（訪問診療，訪問リハビリ，訪問ヘルパー）との連携を強化し，多職種間で   

円滑なコミュニケーションと情報共有を行うことで，質の高い支援を実現する。 

・職員は基本的な看護知識を理解し，利用者の既往歴や身体状況を勘案して，リスク管理や早

期発見に努める。 

・喀痰吸引の資格取得を積極的に推進し，医療ケアの充実を図ることで，より安全で質の高い

支援を提供する。 

取り組み事項（２）に対する評価 

高齢者や医療的ケアが必要な利用者への支援については，同法人の作業療法士等の助言を受け

ながら，ポジショニングや姿勢調整に関する知識・技術の向上を図ることができた。また，リフ

トや福祉用具を活用し，利用者・職員双方の負担軽減に努めている。ベッドや車椅子から離れて

過ごす時間についても職員間で意識共有が進み，車椅子やビーズクッション等を活用しながら活

動性向上に取り組んだ。さらに，看護職員と連携しフェイスシートや緊急時対応フローチャート

の見直しを行い，医療的支援体制の強化につなげている。一方で，排泄支援時のプライバシー保

護を目的とした手作りカーテンについては，設置や耐久性に課題が見られた。なお，喀痰吸引資

格については計画通り１名の資格取得につながった。 

 

（３）充実した日中活動 

・四季折々のイベントや誕生会など企画し，利用者が季節感を感じられるワクワクする体験を

提供する。 

・ボランティア活動や地域イベントの情報発信し，多様な形で社会参加できる機会を創出する。 

・活動を通じて，一人ひとりの個性や状況に応じた役割や参加の機会を設け，利用者が自分ら

しさを発揮できるよう支援する。 

・ご家族との情報交換を密に行い，交流の習慣やイベントを企画する。 

取り組み事項（３）に対する評価 

季節に応じたイベントや誕生会については継続的に企画・実施することができ，利用者が季節

感を感じられる活動につなげている。地域交流では，思川公園の鯉のぼり制作や山田地区のかか

し祭りへの出店・展示を行ったほか，地域の小学校金管バンドやダンススクールとの交流機会を

設けることができた。また，散歩や買い物レクリエーションを通じて，スーパーやイオン，体育

館等の社会資源に触れる機会を設け，利用者の意思決定を尊重した社会参加支援にも取り組んで

いる。さらに，ご家族との情報交換を継続し，６月にはコミュニティフォーラムを兼ねた家族会

を開催し，社会福祉協議会を講師に招いて成年後見制度について学ぶ機会を設けた。 

 

（４）グッドサイクルで形成と成長 

・福祉人としての専門知識を深め，障害特性や高齢化に対応できるスキルを高めることで，よ 

り質の高い支援を提供する。 

・職員一人ひとりが自分の役割と責任を明確にし，職種や階層を超えた連携を強化する。多様 

な意見を尊重しながら，柔軟な思考でチームの成熟度を高める。 

・業務のあらゆる面で PDCA サイクルを実践し，新しいアイデアや取り組みを積極的に取り 

入れ，グッドサイクルを形成する。課題を共有し，協議を重ねることで，業務全体の発展に 

つなげる。 

・常に成長を意識し，多様性を受け入れながら新たな課題に挑戦する。変化を前向きに捉え， 

より良い支援の形を追求し続ける。 
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取り組み事項（４）に対する評価 

ここ数年継続して取り組んできた職員育成や PDCA サイクルの実践については，業務改善を

意識する風土として徐々に定着してきている。今年度はさらに「グッドサイクル」を意識し，新

たなアイデアや取り組みを積極的に協議・実践する場面を増やすことができた。また，外国人職

員や高齢職員等，多様な価値観や福祉観を持つ職員が在籍する中で，それぞれの意見を尊重しな

がらチーム形成に努めた。一方で，場面によっては考え方や支援観の違いによる課題も見られた

ため，来年度は活動班を再編成し，職員個々の強みやスキルを発揮できる体制づくりを進めてい

く必要がある。全体としては，変化を柔軟に受け入れ，前向きに挑戦していく風土形成につなが

った。 

 

（５）第三者評価を活用した質の向上と信頼性の強化 

・福祉サービス第三者評価を活用し，支援内容の評価を通じてサービスの質向上を目指す。自

己評価やアンケートを通じて課題を発見し，組織の改善と成長に繋げる。評価への積極的な

取り組みで信頼性を高め，質向上をアピールする。 

取り組み事項（５）に対する評価 

第三者評価の受審にあたっては，評価機関の選定や職員全体で取り組む体制整備を行い，組織

的に準備を進めることができた。提出する自己評価表については，職員を４グループに分け，そ

れぞれの意見をボトムアップで集約しながら，事業所全体の評価として整理・提出することがで

きている。実際に第三者評価を受けることで，新たな視点や改善すべき課題，さらに発展させる

べき事項を明確にすることができ，事業所全体にとって有意義な機会となった。今回得られた意

見や助言を活かし，今後も継続して支援の質向上と体制整備に取り組んでいく必要がある。 
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Ⅵ グループホーム 晴町 （共同生活援助事業・日中サービス支援型・短期入所） 

１ 推進目標 

（１） 高齢化する利用者の心身の健康と幸福を支えるため，個別支援計画に基づいた生活支援を

行い，QOL の向上に努める。利用者のニーズに応じたケアやリハビリ，レクリエーション

活動などを通じて，豊かな生活を支援する。 
（２） 地域との連携を図り，地域資源の活用や，地域のイベント参加での地域住民との交流を通じ

てつながりを深め，利用者が地域の中で自立した生活を営むことができる環境を提供する。 
（３） 障害児者に対し，家庭における支援負担を軽減し，家族の休養や生活の質向上を図るととも

に，利用者にとっては，異なる環境での生活を通じて，社会的交流や新しい経験を積むこと

ができる機会を提供する。 

推進目標に対する評価 

（１）主に内倉医院，吉留クリニック，大井病院，加治木記念病院等の関係医療機関と連携し， 

受診や往診を通じて利用者の心身負担軽減に努めた。また，令和８年３月よりぶどうの木調剤

薬局による訪問薬剤管理を開始し，与薬カートを活用した安全な服薬管理を行っている。利用

者の身体状況に応じた福祉用具の導入や手すり設置に加え，介護ロボット HugⅡや移動式リ

フトを活用し，利用者・職員双方の負担軽減を図った。嚥下状態や ADL の変化時には支援会

議を実施し，状況に応じた支援につなげている。 

（２）西之妻自治会の花見や清掃活動，花植え，六月灯等へ参加し，地域住民との交流を図った。 

また，インスタグラムや玄関サイネージを活用し，地域交流の様子を発信している。日中活動

や土日の余暇時間には，散歩や買い物等を通じて地域資源を活用する機会を設けた。今後も自

治会行事や地域イベントへの参加を継続し，地域とのつながりを深めていく必要がある。 

（３）短期入所については，現在３０名と契約し，毎月平均延べ１７名が利用している。今年度 

は新規契約者４名を受け入れ，利用者が安心して過ごせるよう寝具やポジショニング等の環境

調整を行った。また，児童虐待疑いによる緊急受け入れにも行政と連携し対応している。一方

で，医療的ケアが必要な方への対応に向け，有資格者の配置や喀痰吸引研修修了者の確保・育

成が今後の課題である。 

 

２ 取り組み事項 

（１） 利用者と支援員，ご家族と話し合いながら，個々に合わせた個別支援計画を作成し，日々

の支援の中で個々の段階に応じた意思決定支援を行っていく。「今日は何を着たいか，何

をしたいか」など，本人の意向を尊重しながら支援を行う。また，訪問リハビリやレクリ

エーションを通して心身共に健康な状態を目指す。 

取り組み事項（１）に対する評価 

生活介護に着ていく服や就寝前の衣服，余暇活動等について，本人に合わせた方法で選択でき

るよう支援した。また，意思表示が難しい方については，過去に好きだった活動や行事等の情報

を収集し，本人らしい生活につながるよう努めた。訪問リハビリや訪問マッサージも希望者を中

心に利用している。今後も，日々の支援全体が意思決定支援につながるという意識を持ち，継続

して取り組んでいく必要がある。 

 

（２） 地域住民と利用者が一緒に参加できるイベント（例：秋祭り・西之妻自治会いきいきサロ

ン等）や地域の行事に参加する機会を提供し，地域との交流を深める。 
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取り組み事項（２）に対する評価 

西之妻自治会のいきいきサロンや花見，敬老会，英峯神社の六月灯等へ参加し，地域住民との

交流を図った。10 月には地域連携推進会議を開催し，保護者・地域住民・行政へ GH 晴町の活

動説明や見学を実施している。また，11 月には日中サービス支援型事業所との情報交換会へ参

加し，地域や行政との連携強化につなげた。12 月の第２回秋祭りでは，地域住民による出し物

もあり，交流を深める機会となった。 

 

（３） 意思決定支援研修，虐待防止研修を実施し，その重要性や具体的方法を学ぶための研修を

行う。課内会議の場でフロアごとの日々の支援に関する課題等を共有し，意思決定支援に

関する取り組みを確認，職員がどのように実践しているかを振り返る時間を設ける。介護

ロボットを導入し利用者の自立支援や介護職員の負担軽減を図りながら，操作方法や

支援状況を共有する場を作り，職員全体のスキルアップへ取り組む。 

取り組み事項（３）に対する評価 

5 月，1 月，2 月に虐待防止・人権擁護研修を実施した。また，介護ロボット HugⅡや移動式

リフトについては，業者説明動画やメーカー動画を活用し，操作方法の習得に努めた。一方で，

フロアごとに課題や支援方法を共有する機会が不足していたため，来年度は日々の支援を振り返

る場を増やし，サービスの質向上につなげていく必要がある。 

 

（４） 地域拠点事業としての緊急的な受け入れ等にむけた体制作りや他機関との連携を図り，地

域で安心して生活できる場を提供する。 

取り組み事項（４）に対する評価 

3 月に姶良市役所で開催された地域生活支援拠点等に関する会議へ参加し，関係機関との連携

強化や情報収集を行った。また，児童虐待が疑われるケースでは，小学生１名の緊急受け入れを

実施している。今後も医療的ケアが必要な方の受け入れに対応できるよう，喀痰吸引研修修了者

の育成を進めていく必要がある。 

行事 

４月 花見外出（西宮島公園）花見の会（自治会主催） 

セレクト夕食・広報誌発行（家族へおたより） 

意思決定支援研修 

１０月 冬季買い物外出 

意思決定支援研修  

５月 ふるさと訪問 １１月 冬季買い物外出・晴町秋祭り 

６月 六月灯外出・英峰神社の六月灯見学 

セレクト夕食 

１２月 クリスマス会(セレクト夕食)・忘年会 

ふるさと訪問 

７月 サマー外出（季節を感じる外出） 

（BCP 研修（災害・感染） 

１月 新年会・初詣(セレクト夕食) 

８月 夏季買い物外出 ２月 ぷちドライブ 

９月 ふるさと訪問 ３月 自治会花見 
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Ⅶ kakeru  平均工賃月額体系型就労訓練事業所（就労継続支援 B 型事業） 

１ 推進目標（就労継続 B 型） 

（１） アセスメントを基に，利用者一人一人の夢・希望に沿って個別支援計画を作成し，支援記

録を充実させることで個々の強み，苦手な面を把握し就労能力の向上を図る。 

（２） 地域へ SNS 等を活用した活動内容を発信する事で，事業所の魅力が伝わるように取り組

み，イベント等を活かし外部交流の機会を増やす。 

（３） 地域での会議参加や地域の声を聞く事で，地域の力になり選ばれる施設になれるよう努

める。 

（４） 社会参加活動を増やし，利用者の就労能力の向上に努める。 

（５） 考える職員として育っていくように職員育成に努める。 

推進目標に対する評価 

・記録の書き方について職員間で共有し，繰り返し、個別指導を行い質の向上を図った。 

・インスタグラム・テレビ取材・新聞掲載・集客や認知度向上に取り組んだ。 

・地域イベント・花火大会のボランティア活動・地域に根差した活動を職員・利用者と一緒に

取り組んだ。 

・錦江校区秋祭り・地域コミニュニティ・姶良市就労支援事業所連絡会・参加し，地域のニー

ズ把握としての社会参加を強化した。 

・事業計画を貼りだし，ラインワークス・法人のルール・事業計画に沿った意識付けを行った。 

・書式の統一化・ルールの徹底・内部研修等への参加において一部課題が残った。 

 

２ 取り組み事項 

（１） 利用者の苦手を軽減する取り組みにより，活動の幅を少しずつ広げ自信を持って取り組

めるよう支援する。また，一人一人の得意分野を引き出し，強みを活かす事で工賃向上を

図る。 

取り組み事項（１）に対する評価 

・レジ打ち・計算・苦手意識のある利用者に，電卓の使い方や商品名を覚えることから始め，ス

モールステップでの支援を継続した。 

・毎月の新商品の開発・入れ替え・運営会議への提出し，継続的な維持に努めた。 

 

（２） インスタ・HP・受託作業・バザー販売・ボランティア活動を通して情報発信を行い，法

人や障害についての理解，取り組みを知ってもらえるよう努める。 

（３） 地域活動へ積極的に参加し，地域・社会・地域企業と交流する事で，ネットワークを大切

にし，新規作業の開拓に取り組む。 

取り組み事項（３）に対する評価 

・TV・新聞取材・インスタグラム・法人・障害福祉への理解促進を図った。 

・地域行事・販売に積極的に参加した。また，法人 PR・ボランティア活動を通し地域の力にな

れるよう職員と一緒に取り組んだ。 

・牧之原特別支援学校事業所説明会・龍桜高校より弁当注文・教育機関とのネットワーク構築に

取り組んだ。 

・実習を通し，新卒 2 名の新規利用に繋がった。 
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（４） イベント・バザー等へ積極的に参加し，収支のバランスをイメージした製品作り，活動に

取り組む。利用者の力を伸ばし，楽しみながら喜びを感じる作業に取り組む。 

取り組み事項（４）に対する評価 

・草払い・空き家の管理・ポスティングを繰り返し，新規契約に繋げるよう取り組んだ。 

・地域行事・販売に積極的に参加した。また，法人 PR・ボランティア活動を通し地域の力にな

れるよう職員と一緒に取り組んだ。 

・コッペウィーク等の独自企画を実施し，物価高騰の中でも売り上げ目標達成に向けた対策を講

じた。 

・姶良市内小中学校からの，バザー関係の納品・出店依頼が減り来年度へ向けた PR 活動が今後

の課題である。 

 

（５） グループスーパービジョンや研修，課内会議，各種会議への参加を通して職員の質の向上，

必要な資格収得を図る。 

取り組み事項（５）に対する評価 
・書式の統一化・ルールの徹底・内部研修等への参加において一部課題が残った。 

 また，支援の質を高め、専門性を備えた体制を整えていくため、今後は職員の資格取得を計

画的に推進していく必要がある。 

・毎月の課内会議を通じ，課題共有・中堅職員活性化研修を実施し育成を図った。 

 
３ 就労課 kakeru 年間計画 

   

 

 

 

 

 

 

４月 歓迎会 姶良市福祉祭り １１月 

忘年会・炊き出し訓練 
感染予防課内研修 
姶良市福祉マルシェ 
蒲生町どーんと祭り 

５月 保護者会・炊き出し・避難訓練 １２月 クリスマス会・加治木町師走市 

６月 調理実習 １月 
新成人を祝う会 
虐待人権擁護課内研修 姶良市駅伝大会 

café 初商い鏡開き 

８月 
セレクト昼食外出 
虐待人権擁護課内研修 

２月 薩摩おいどんカップ 

１０月 姶良市文化祭  ３月 加治木町初市 
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Ⅷ hopen  就労参加評価型訓練事業所（就労継続支援 B 型） 

１ 推進目標 

（１）利用者の状態を把握するためアセスメントを元に，ピアサポーターと連携し定期的な面

談により，個々の状況に応じた支援に取り組む。モチベーションの向上に繋がるよう体

力づくりやレクリエーションを取り入れ，切り替えを行いながら，働く楽しさ，喜びが

体感できるよう努める。 
（２） 地域のコミュニティ，関係機関と連携し地域課題やイベント行事等の情報共有による社

会参加を行う。また，地域へ事業所の取り組みを発信し地域と利用者の交流に努める。 

（３） 新規利用獲得に向け，医療機関，相談支援事業所等への営業活動を行ない，体験実習に

繋げながら適切な評価を行う事で，新たに利用される方や学生に対して，就労の第一歩

の役割として選ばれる施設となるよう努める。 

 （４）外部研修や内部研修，会議等に参加し，職員としての専門性と資質向上に努め，必要 

な資格取得に努める。 

推進目標に対する評価 

・関係機関と連携した再アセスメントにより強みを再定義し，環境調整を実施。ピアサポート

や日々の作業を通じて自己肯定感を高めるとともに，作業の切り替えにより働く喜びを体感

し，役割を認識できる支援に努めた。 

・体験会と対面販売を軸に地域交流や広報を強化し，１２月に最高売上を達成。利用者が主体

の接客は地域協働のケースとなり，SNS 発信も成果を上げた。地域ニーズに即した生産活動

と交流を通じ，障害者福祉への理解促進に大きく寄与した。 
・SNS やラジオ等の多角的広報で活動を可視化することで，見学や問い合わせを促進。地域交

流や実習受け入れを通じ，事業所の特色を広く周知した。関係機関に対し就労の第一歩とし

ての魅力を効果的に発信し，対象者の卒業後における「働くイメージ形成」に努めた。 

・中堅職員活性化計画やピアサポーター研修，サービス管理責任者研修など，役割に応じた外 

部研修へ計画的に参加した。虐待防止・人権擁護に関する内部研修を継続したほか，車両事 

故等の課題に対しても迅速な事例検討と再発防止策を講じるなど，組織全体の専門性と安全 

管理意識の維持・向上に努めた。 

 

２ 取り組み事項 

（１） 就労意欲について 

① 利用者の特性や心身の状況を理解するために，行動や言動の背景に着目し，日々の様子

の中から見えてくる課題やストレングス等を抽出し，アセスメント・支援会議を重ね

個々の状況に合わせた個別支援計画を作成し支援へ反映する。定期的にピアサポーター

と連携し振り返りを持ちながら，成功体験，課題を個々にフィードバックし就労意欲を

高める。 

② 動画やイラスト・社会科見学等により，就労に関するイメージや作業遂行を高めるため

の具体的な構造化を図る。個々が安定し継続的に作業へ取り組めるよう体力作りや行事

活動を取り入れ，就労・余暇のメリハリが得られるよう働く習慣と就労意欲の向上に繋

げる。また目標工賃達成指導員の元，計画的な工賃向上を図る。 

取り組み事項（１）に対する評価 

・毎日のラジオ体操や，清掃作業等を通し通常の作業と切り替えを行いながら，働く楽しさや喜び

が体感できるように努めた。 
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・特定の利用者に対し，関係機関を交えた支援会議や再アセスメントを実施し，本人のストレングス

（強み）を再定義した環境調整を行った。  

・ピアサポーターと連携した面談や，日々の作業を通じた丁寧なフィードバックを継続すること 

で，利用者が自分の役割を認識し，自己肯定感を高められるよう支援した。 

 

（２） 地域協働について 

① 地域の自治会やコミュニティ協議会，行政，社会福祉協議会等と連携すると共に，利用

者の社会参加や地域交流，hopen の取り組みを発信する。 

② SNS やホームページの内容を充実させ，小物作り，ラインスタンプなどのネット販売

や体験型イベント販売を行い PR 活動と販売促進に繋げる。作業を通して利用者の感性

や創造性を抽出し製品化に繋がるよう取り組む。地域企業からの受注，高齢者・単身者

世帯の除草・剪定作業等，地域協働を通じて地域住民との繋がりに取り組む。 

取り組み事項（２）に対する評価 

・令和 7 年度は「体験会（ワークショップ）」と「対面販売」が事業所の活動を象徴する強力な柱と

なった。 7 月～8 月に「はるまち café」で行ったワークショップを通じて，地域の小学生や住

民と，利用者との交流を行うことができた。 

・10 月の「さわやかアシストマーケット」でのノウハウ蓄積を経て，11 月・12 月の

「WAQ×WAQ SQUARE」や「はるまち秋祭り」では，クリスマスオーナメント等の新商品開 

 発と積極的なプロモーションが実になり，12 月には年間最高売上（122,022 円）を記録した。 

また，3 月の「あいら福祉祭り」では，食品サンプルや「木ぃホルダー」の体験会に沢山の集客 

を実現し，大好評だったことから，生産活動が地域ニーズに合致していることを実感できた。 

これらの活動は，単なる売上の向上に留まらず，利用者が接客の主体となることで地域住民と直 

接交流する機会や，障害者福祉への理解を深める「地域協働」のケースとなり，さらに，SNS 

（Instagram/BASE）を通じた情報発信の面でも高い成果を上げた。 

 

（３）就労訓練・広報について 

① 生産活動の体験を通して，働くマナーや必要なスキルを教え，能力評価や課題解決に向

けた取り組みを行い，実習や事業所説明会等の機会を通じて学校等と連携を図り卒業

後，働くイメージが持てるように取り組む。 

② 見学や SNS 等の広報活動を通して，相談支援事業所，医療機関，各学校や，放課後等

デイサービス事業所等へ hopen の取り組みを知ってもらい，地域に選ばれる事業所と

なるよう取り組む。 

取り組み事項（３）に対する評価 

・特別支援学校や看護専門学校，大学からの実習生を積極的に受け入れ，卒業後の働くイメージ形成

に寄与した。SNS による活動の可視化を進めたことで，相談支援事業所や各学校に対し，就労の

第一歩としての事業所の魅力を効果的にアピールできた。 

・Instagram，YouTube，あいらビューFM ラジオ出演といった多角的なメディア広報を行い，事 

業所の活動内容（ワークショップや商品製作）を可視化することで，就労の第一歩としての事業 

所の魅力を効果的にアピールでき，外部からの問い合わせや見学に繋がる土壌を整えた。 

地域の小学校を対象とした体験会や福祉祭りでの直接的な交流（体験会）を通じ，地域住民や関 

係機関に対し「hopen」ならではの特色ある取り組みを広く周知することができた。 

 

（４）職員の資質向上について 
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① グループスーパービジョンや研修，課内会議，各種会議への参加を通して専門性の向

上，必要な資格収得を図る。 

取り組み事項（４）に対する評価 

・職員の資質向上については，中堅職員活性化研修やピアサポーター研修，サービス管理責任者基

礎研修など，各職員の役割やキャリアに応じた外部研修へ計画的に参加して専門知識のアップデ

ートを図るとともに，課内会議や各種会議を通じて車両事故の再発防止策や近隣苦情への迅速な

対応を協議することでチームとしての実践的な課題解決能力を高め，さらに虐待防止・人権擁護

に関する内部研修の継続による倫理観の醸成を通じ，組織全体で多角的に専門性の維持・向上に

努めた。 

・書式の統一化・ルールの徹底・内部研修等への参加率において一部課題が残った。 

また，支援の質を高め、専門性を備えた体制を整えていくため、今後は職員の資格取得を計

画的に推進していく必要がある。 

 

３ 就労課 hopen 年間計画 

 

※ 毎月 15 日 工賃支給日 菓子・ジュース類購入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 歓迎会  １０月 さわやかアシストマーケット  

５月 保護者会・炊き出し・避難訓練 １１月 

忘年会・炊き出し訓練 感染予防課内研

修 事業所合同企画 秋だ！スポーツ

しようぜ！ 鹿児島県知事杯知的障害

児 者 フ ッ ト サ ル大 会 WAQ × WAQ 
SQUARE はるまち秋祭り 

６月 調理実習 ピアサポーター研修 １２月 
クリスマス会・加治木町師走市ボランテ

ィア 

７月 
セレクト昼食外出 虐待人権擁護

課内研修  
１月 

新成人を祝う会 虐待人権擁護課内研

修 姶良市駅伝大会 

８月 
hopen 食品サンプル製作体験 in は

るまち 
３月 あいら福祉まつり 

９月 加治木花火大会 in さちかぜ   
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Ⅸ クリエイティブサポート くじら（多機能型児童通所支援事業）  

１ 推進目標 

（１） 「こどもへの思いは 空よりも高く 海よりも深く ～こどもたちのやりたい，やって

みようを育てよう～ をスローガンに，5 領域をすべて含めた総合的な支援を提供する。 

（２） 関係機関との連携を密に行い，ライフステージに応じた，こどもまんなか支援の拡充を

図る。 

（３） 家族の相談支援を丁寧に行い，きょうだい児支援にも取り組む。 

（４） 様々な状態の子供支援に取り組む。 

（５） 外部研修，内部研修，研修内容のアウトプットを通して職員の質の向上に努める。 

推進目標に対する評価 

・令和 7 年度は，自己選択，自己決定支援で５領域を意識した活動と記録の統一化により，利用 

児の自立支援とアセスメントの質の向上を図った。園との連携では写真や動画を用いた具体的

な支援内容の共有により，支援の般化（いつでも，どこでも，誰とでもできる）と地域連携を

深めた。また，関係機関と密な情報共有を通じて，地域全体で利用児の見守り体制を作ってく。

保護者に対しては，活動の可視化により信頼関係を築き，家族支援やニーズの把握に努めてい

く。 

・研修では，公認心理師による研修で，行動アセスメントを取り入れ，職員の専門性と対応力を 

強化した。今後は，不登校支援や困難事例における学校等との連携，生活リズムの共有に課題

を残しており，外部専門家の指導などで，より一貫性のある専門的な支援を目指す。 

２ 取り組み事項 

（１）こどもたちが自らやってみたい活動を取り入れ，情報提供を行い，選択し，自己決定の力を 
身につける意思決定支援を行っていく。 
活動の中で５領域（ア）健康・生活（イ）運動・感覚（ウ）認知・行動（エ）言語・コミュ 
ニケーション（オ）人間関係・社会性をすべて含めた総合的な支援をしていくことにより， 
包括的かつ丁寧に発達段階を見ていく。 
発達支援評価の支援会議を意見交換がしやすい環境を作りながら，それぞれの意見や方向性 

を出し合い，個別支援計画に活かし，チーム全体が同じ方向を向いた発達支援になるよう取 

り組む。 

取り組み事項（１）に対する評価 

・活動時に自己選択，自己決定支援を継続的に取り入れ，利用児が自ら考え選択する場面を設定 

した。継続的な支援により利用児の「できた」や保護者からも「自分で決められることが増え

成長を感じる」等の声を頂き，好意的な反響を得られた。また，５領域を意識した活動提供を

行い，定型文による記録の内容を統一化することで，アセスメントや支援の意見交換の幅が広

がった。今後も日常生活の自立に向けた専門的な支援や，強みと課題に対しての目標設定など，

一貫性のある支援体制や専門的支援を継続してく。 

 

（２）保育所等や医療機関，行政等との連携を密に行いながら，姶良市が取り組む子供支援政策に 

沿って，地域のニーズを叶える多角的な視点で支援が行えるよう，横の連携，縦のつなぎに 

取り組む。 

取り組み事項（２）に対する評価 

・児童発達支援では，園と並行通園を行う利用児支援について，情報提供を行った。園の先生の 

困りごとを中心に，事業所で行っている専門的な支援を，写真や動画で見ていただき，般化で
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きる支援も多くあった。子供が通う園との連携の大切さや，支援の共有，評価の質も今年度は

事業所として高められている。姶良市の園が共有しているみかんシート，りんごシートを園で

の状態と照らし合わせる等，地域全体で多角的な支援を行った。 

・放課後等デイサービスでは要保護児童対策地域協議会を中心に，行政，医療機関などと密な連 

携を図った。協議会を通じた定期的な利用児の状態の共有や報告を行う事で，利用児を地域全

体で見守る体制に関わることができた。今後も地域における支援の質の向上と地域貢献を継続

していく。 

 

（３）家族支援はこどもの発達を支えるための基盤であるため，家族全体を支援の対象とする事で， 

こども自身の発達を促進すると同時に家族が安心した生活を送れる事を目指していく。きょう 

だい児支援については，親の負担を感じ，自分の気持ちを押し殺す事がないかの確認をしなが 

ら，心理的なケアを含めた支援に努める。 

取り組み事項（３）に対する評価 

・当初は相談対応にかたよりがあったが，利用児の発達支援の様子を写真や動画で保護者と共有 

することで，信頼関係を深めることができた。事業所から保護者に発信することにより，保護

者も支援の内容や，こどもの成長発達に関心を持たれ，見学や相談が増え，こどもを安心して

預けることが出来る事業所として，取り組んできたことは大きな一歩となっている。 

・家族で参加できる行事を企画することにより，きょうだい児の参加もあり，ご家庭の状況の把 

握や，保護者同士の語らいの場に繋がりました。今後も，このような機会を設け，ご家族の困

りごとや地域に必要なニーズをくみ取り発信していく。 

 

（４）行動の激しい子供に対しては，行動を引き起こす要因を職員間で協議し，適切な行動に繋 

げ，安全で落ち着ける空間・環境作りを行う。また，スキルトレーニングの実施や，家族 

への情報提供，相談支援など連携に取り組む。 

学校に行きづらくなったこどもに対しては，学校や関係機関，ご家族と連携し，要因や， 

きっかけ等を情報共有しながら，焦らず，こどものペースに合わせて学校に行ける回復の 

ポイントとなるよう支援する。 

取り組み事項（４）に対する評価 

・定期的な公認心理師の研修を通じ，行動アセスメントの方法を，職員全体で統一化を図った。 

行動アセスメントを支援に取り入れる事により，職員の視点も変わり利用児の行動に良い変化

が見られるようになっている。また，利用児の行動の要因を分析できるようになった事により，

支援の幅が広がり職員の支援の幅が増えてきた。 

・困難事例への対応や，不登校支援では学校との生活リズムの情報共有に課題が残った。課題に 

対して，外部との連携や臨床心理師から直接指導の導入の強化を図り，支援の質の向上を目指

す。 

 

（５）外部研修・内部研修受講後，学んだ気付きを整理し，自分の業務や支援にどのように活かせ 

るかを具体的に考えた伝達研修を行う。 

課題や支援方法に関してグループスーパービジョンや課内会議，各種会議への参加を通して 

職員の質の向上，必要な資格収得を図る。 

取り組み事項（５）に対する評価 

・鹿児島県療育センターの研修や実践的なソーシャルスキルトレーニングの研修等に参加し，伝 

達研修を通じて，事業所への周知を行った。障害特性の理解や行動支援，職員間のコミュニケ
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ーション技術の習得も進み，個々の意識向上に繋がっている。研修で身についた知識や技術を

実践の場面と照らし合わせ，強度行動障害のある方の支援など，具体的支援として統一化する

ことで事業所全体の底上げを行った。今後は，虐待防止や感染症（ＢＣＰ）研修等も，職員向

けのファシリテーターができる職員育成を行い，職員のスキルの向上を図っていく。 

 

３ 年間計画   

 児童発達支援 放課後等デイサービス 

4 月 ・保護者会 ・交通安全教室・保護者懇談会 

5 月 ・芋植え体験 ・こどもの日 ・芋植え体験・放デイ交流会・満天交流会 

６月 ・避難訓練・ぺんぎん交流会 ・防災地震訓練・地域交流 

７月 ・水あそび・地域交流 ・七夕会・水あそび・乗り物体験 

８月 ・買い物体験 ・デイキャンプ・水あそび・工場見学 

・みらいアドベンチャー・地域交流 

９月 ・がんばろう会・ぺんぎん交流会 ・満天交流会・たたえ交流会（敬老の日） 

１０月 ・ハロウィン体験・芋ほり体験 ・芋ほり・体験学習・ハロウィン 

・満天交流会（ハロウィン） 

11 月 ・避難訓練（消防署見学） ・マナー体験・避難（火災）訓練 

12 月 ・クリスマス会 ・クリスマス会・餅つき会 

1 月 ・初詣・お正月体験 ・初詣・満天交流会（新年会） 

２月 ・節分 ・節分・買い物体験 

３月 ・お花見外出・ひな祭り ・ひな祭り・卒業進級式 

その他 定例行事（主な定例活動） 

・誕生会・外出活動～運動 

・散策活動・身体測定 

・定例課内会議・外部研修 

定例行事（主な定例活動） 

・外出活動～運動・音楽療法 

・買い物学習・調理体験・散策活動 

・探求探索・感覚あそび  

・課内会議・外部研修 
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Ⅹ コミュニティケア ぺんぎん （重心多機能型発達支援事業） 

〇居宅訪問型児童発達支援を 2025.4.1 より休止 

１ 推進目標 

（１） 「できないと決めるのではなく，どうしたらできるか考える」をスローガンに専門職がチー

ムでサポートを行い，5 領域をすべて含めた総合的な支援に取り組む。 

（２） 利用児や家族の要望，困りに寄り添い，将来を見据え，成長，維持できるように，利用児の

その日の状況に合わせた発達支援，看護，ハビリ等のチーム支援を行い，発達をサポートし

ていく。また，保護者が安心して子育て相談を受けられる環境を作り，ご家族の相談・きょ

うだい支援に努め，ご家族が安心して相談が出来るよう努める。 

（３） 医療機関や福祉との連携強化を図り，医療的ケアや発達支援の質の向上と，利用児・ご家族

が地域の中で安心して暮らせるように関係機関が連携して一貫した支援ができるよう取り

組む。 

（４） 鹿児島県医療的ケア児支援センター等と連携を図り，研修会の開催や関係機関と定期的な意

見交換会等でサービスの向上を図る。また，外部研修や内部研修のアウトプットを通して職

員の質を強化に取り組む。 

推進目標に対する評価 

・令和 7 年度は専門性の向上，家族支援，地域支援，地域連携，安全管理を強化した。支援面で 

は 5 領域に基づいた個別評価のグラフ化や多職種での共通理解を進め，児童発達支援では就

学を見据えた学習基盤の形成と習慣化による自立を支援に取り組んだ。家族支援においては，

相談支援の充実やレスパイト機能の強化，父親きょうだい児も含むイベントを開催し，家族に

寄り添う関りを図った。 

・地域，外部機関との連携では，学校への支援技術の共有や医療機関，医療的ケア児等支援セン 

ターとのネットワークの構築を図った。 

・組織運営ではヒヤリハット，事故報告の共有や対策をシミュレーション形式で行い，徹底した 

リスクマネジメントを実施しました。また，内部研修を活発化させたことで，職種を越えた医

療の知識の共有も進み，職員の質の向上と組織全体のサポート力が大きくなりました。これか

ら多角的な取り組みにより，各目標の達成率は着実に向上し，安心安全で質の高い支援体制を

確立することができた。 

 

２ 取り組み事項 

（１） 支援方針について 

① 利用児が自分らしく生活できるように，専門職が利用児の課題を把握し 5 領域全てにお

いて支援の強化を図る。また，専門職同士の特色を活かした個別支援計画書と発達の評

価表を職員間で共有すると共に利用児・ご家族に説明する。 

② 家族の意向及び利用児の将来像を見据えた計画を共有して，利用児の成長発達をチーム

でサポートしていく。利用児が今まで経験しなかったことを，専門職による評価で支援

の幅を広げ，利用児の世界観を広げる。 

取り組み事項（１）に対する評価 

・専門職による個別支援の充実と外部機関との連携強化を図った。児童発達支援では就学に向け 

テーブル活動を増やすことで，椅子に座る時間が増え利用児の好きなイラスト（文字あり）な

どのカード遊びを継続的に取り組み，平仮名が読めるようになるなど学習面の改善につなげ

た。保護者や園と連携を図ることで利用児やご家族の世界観（どうとらえるか）が広がってき
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ている。また，排泄の自立に向けた支援では 2 年前から段階的に取り組んでトイレで排泄の一

連の流れが出来るようになり自立に向けた利用児の将来を見据えた支援に取り組めた。 

・ご家族の意向に沿い，利用児の，半年後，一年後の成長を見据えた評価体制を整えてきました。 

多職種で支援に入る為，利用児の強みや課題を 5 領域のグラフに照らし合わせ評価を行う事

で個別支援計画の目標にも反映できるように取り組んでく。 

 

（２）家庭連携について 

①ご家族の日常の中にある困りごとや不安に耳を傾けて，利用児の心や体の変化，生活の変

化による相談支援を行う。また，ご家族それぞれの日常生活のペースを尊重した相談支

援を行い，ご家族にとって安心して利用児の成長や発達の相談を受けられる場を提供す

る。 

②年に 3 回以上保護者会を開催し勉強会，グループでの相談会，ご家族同士の交流の機会や

連携の場を提供する。また，きょうだいが利用児と参加できるイベントの実施など，ご家

族で楽しめる時間を計画する。 

取り組み事項（２）に対する評価 

・年間を通してご家族の不安や困りごとに寄り添う相談支援と，特に入園されていない利用児に 

は延長支援を行うなど，保護者の就労や休息の時間としてレスパイトを行った。また，病院か

ら入所前の在宅期間を支える為の，緊急の受け入れなど，柔軟な対応により，お母さまの子供

と一緒に居たい気持ちを尊重した取り組みも行うことができた。 

・夏祭りや運動会，保護者会を通じて父親を含む家族全体やきょうだい児への支援も幅広く展開 

し，行事の参加率も高く，ご家族がイベントを楽しみにされている状況も作れた。 

 

（３）連携について 

① 園・学校，関係機関と連携を図り利用児にとってどういう支援がベストなのかを客観的   

に考え，医療的・身体的ケアの統一した支援が行えるよう，関係事業所と情報共有し，横

の連携，縦のつながりを図っていく。 

② 利用児・ご家族が安心・安全に利用できるように，日頃から入退院や緊急時対応について

主治医・医療機関と連携体制を整える。また，利用児の体の状態や障害の特性に応じた支

援を提供できるように，地域の医療的ケア児等コーディネーターとのネットワークを構

築する。 

③ 利用児の個別支援計画書に基づいた余暇の意思決定を行い，公開，発信する事で利用児

に寄り添うインパクトのある事業所として他事業所との差別化を図る。 

取り組み事項（３）に対する評価 

・関係機関と密な連携による支援体制の構築と安全管理の徹底を図った。具体的な取り組みとし 

て，学校への訪問を通じた移乗介助の技術の共有や，主治医と連携した服薬の調整，園の困り

ごとに適時対応した。また，地域の園から保護者会で「児童発達支援について」の話をして欲

しいとの依頼を受け，70 名程の保護者に説明を行い地域支援も取り組んだ。 

・医療的ケア児への対応では，鹿児島県医療的ケア児等支援センターと連携を図り，姶良市の医 

療的ケア児の現状報告や，今後の医療的ケア児の体制等の共有をしている。 

・令和 7 年度は大学生の介護体験実習の受け入れや，看護，保育科の学生の受け入れも積極的に 

行い，法人や事業所の強みとして取り組んだ。鹿児島大学美術科の学生にぺんぎんの絵を描い

て頂き，ぺんぎんのキャラクターとして使用するなど，教えるだけではなく学生の長所を活か

した福祉との連携の方法などの取り組みも行った。 
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（４）職員の資質向上について 

① 外部研修・内部研修においては，受講後の報告をしっかり行い職員に周知していく。 

また，法人内や事業所内で専門職がファシリテーターをする機会を作り，職員一人ひと

りの強みを活かした研修会を開催する。 

② 事故及び気づきのあった事に対する情報共有会を実施していく。(ヒヤリハット等も含む)

また，緊急時対応の研修の機会やシミュレーションを月に 1 回以上実施し，全職員が緊

急対応の方法を実施できるようにする。 

③ 虐待防止，人権擁護，意思決定，身体拘束に関する取り組みを職員に周知する。事業所内

でアンガーマネジメント研修を定期的に実施，また，倫理観や価値観を振り返る事で職

員の支援意識を高めていく。 

④ 鹿児島県医療的ケア児等支援センター等と連携した地域研修会を開催し，地域全体で医

療的ケア児支援の質やサービスの質の向上を図る。 

取り組み事項（４）に対する評価 

・専門職の知見を活かした組織力の強化と，地域連携において成果が得られた。安全管理面では， 

ヒヤリハットの共有を 2 週間に 1 回行い，環境整備と再発防止の徹底をしている。人材育成

においては，アンガーマネジメントや虐待防止，感染症などの専門職の研修に加え，プリセ

プター制度による新人看護職への丁寧な指導体制を構築した。特にぺんぎんでは医療職と福

祉職の相互研修が進み，全職員が緊急時対応に必要なスキルアップにつながっている。ま

た，鹿児島県医療的ケア児等支援センターと連携を図り，地域合同研修会では地域から 30

名以上の参加者を集める等，圏域全体の支援技術向上を図った。今後は，実施している実践

的な緊急シミュレーション等の取り組みを保護者や外部へ積極的に発信していく。 

 

３ 年間計画 

 

 

  主な行事 その他 

４月 ・お花見 ・こいのぼり製作 
 

５月 
・交流会 ・児発放デイ 合同運動会 

・こいのぼり製作 

・きょうだい会 

・保護者会 

６月 
・アジサイロード見学・親子遠足（児童発達支援） 

・季節の製作 

・消防訓練（風水害） 

７月 ・七夕 ・夏祭り ・水遊び 児発 
 

８月 
・親子遠足（水族館：放課後等デイサービス） 

・プール 放デイ 

 

９月 

・ミニ運動会（地域交流） 

・施設交流会 ・お月見 

・ 保護者会（体の使い方について） 

・ 消防訓練 (火災) 

・ 非常災害時引き渡し訓練 

10 月 ・ハロウィンパーティー ・かかし祭り ・ きょうだい支援 ・防犯訓練 

11 月 ・秋の親子遠足 ・秋祭り【地域交流・地域支援】   

12 月 ・クリスマス会・もちつき（地域交流）・年賀状作り ・ 保護者会（外部講師による勉強会）  

１月 ・初詣・書初め ・正月遊び ・鬼のお面作り ・ 消防訓練 (火災・地震) 

２月 ・節分 ・豆まき 
 

３月 ・ひな祭り ・卒業パーティー・お花見 ・ 保護者会  
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Ⅺ 生活支援センター さちかぜ （相談支援事業） 

１ 推進目標 

（１） 関係機関と連携を図り，様々なネットワークを構築するとともに，担当相談員だけではな

く，相談支援事業所としての組織で関わる体制を強化し，平常時および緊急時を含め地域

生活支援拠点の機能も活用しながら，利用者，ご家族，そして地域のニーズに適した相談

支援を行なう。 

（２） 多様な子供の発達相談について，保育・教育機関等へ専門職を派遣することで地域支援力

を向上させ，子供の育ちをサポートできる体制を構築する。 

（３） 情報共有の方法を多様化するとともに, 職員間におけるグループスーパービジョン等を

積極的に行うことで, 多角的な視点から支援方法を検討し, 様々な事案に対応できる相談

技術を身につける。 

推進目標に対する評価 

・連携の機会としては，行政による会合への参画や，モニタリング等による関係機関との関わ

り，「あいぴあ」や「あいか」など，市の相談機関との協働など地域課題への取り組みを行っ

た。また，はるまちサミットを自主的に開催し，地域の障がい者の交流への取り組みを実施

した。課題としては，会議は「目的」を持って取り組み，終了後は課内で「共有」する事で

理解を深めること，そして，組織で対応するために，担当者不在時でも状況を即座に適確に

把握できるよう，各相談員の業務進捗の「見える化」や「システムの活用」，適切な「アセス

メント情報（最新の情報の更新や写真の掲載）」が必要である。 

・療育等支援事業としては，さまざまな関係機関に訪問，電話を行い当事業所の広報を実施し，

新規で園や学校からの依頼も寄せられている。課題としては，療育等支援事業の流れについ

ての理解度の職員間における個人格差と，事業を進めていくにあたってのケースや会議の情

報共有の難しさが挙げられている。 

・情報共有としては，毎日のミーティングや随時情報共有を行う事で担当相談員不在時でも進 

捗状況が把握できるように取り組んだ。また，組織対応力向上のために，毎月の課内会議後

に課内研修を行い支援技術の向上を図った。今後は，スキル向上のためのスーパービジョン

の時間確保を行い，主任相談専門員や担当以外の相談員との同行等を通し，多角的な視点に

よる相談体制を強化する。 

  

２ 取り組み事項 

（１） 相談支援事業・指定特定相談支援事業・指定障害児相談支援事業 

① 質の高いサービス利用の調整 

業務の効率化を図ることにより，モニタリング以外の時期も，オンラインや電話等も活

用し，利用者様と対話する時間を増やし関係づくりに努めるとともに，顔の見える相談

支援を行い，ご本人の意思決定の表出を促す。 

児童相談支援に関しては，発達支援５領域を含めた視点で児童に必要な事業所に繋げる

とともに，特定相談支援とあわせて，サービス利用の目的の共通理解，支援方向性の共有

を行い，支援の見直しやサービスの質の向上に努める。 

② 地域との連携 

相談支援を通して把握する個別課題や，協議や研修の場への参加，ボランティア活動な

ど，積極的に地域に出向くことで得られる地域課題を整理しながら，既存資源の柔軟な

活用，地域資源の開拓（あったらいいなを実現）等，自立支援協議会を通じたソーシャル
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アクションを行う。 

③ 組織的な対応 

心身状態や家族状況の不安定な利用者様の緊急性の高い事案に対して情報共有の強化を

行い，協同で夜間を含め臨機応変に対応するとともに，利用者様との関係構築，安心感へ

繋げる。 

また，関係機関からの緊急を要する相談内容については，詳細確認を行い，関係機関と協

働し，地域生活拠点として機能することにより，利用者やご家族，そして地域の緊急時お

よび幅広いニーズに対応する。 

取り組み事項（１）に対する評価 

① 業務効率化では，業務におけるデジタル化（情報共有，事務処理，記録作成等）に取り組ん

でおり，各相談員の意識の定着も図れている。また利用者やご家族がサービス利用の際に選

択しやすいように，サービスの体験利用を提案するなど，意思決定支援に取り組んだ。課題

としては，事務作業を減らすことで生まれた時間の有効活用が挙げられる。 

② 地域への協力としてユニバーサルビーチへのサポーター派遣や星空映画会へのボランティア

派遣，そして自主的にはるまちサミットを企画し地域との繋がりの構築に努めた。また 8 月

の水害時には，市役所，病院，家族会などと相互に情報を共有しながら，社会資源の情報把

握に努めた。課題としては，主任相談支援専門員を配置しており，今後，市内の相談支援事

業所との連携や，人材育成を行っていくことが必要である。 

③ 組織的対応のための情報共有では，毎月の課内会議，毎日のミーティング，LINE 等により随

時の情報伝達などを行った。また，特定の相談員への業務過多や限られている公用車の使用

方法について，組織全体で業務分担が行えるように，個別の業務の見える化に取り組んだ。

課題としては，各相談員の業務の見える化を強化し，特定の相談員への業務過多を防ぎ，業

務の効率化に取り組んでいく。 

 

（２） 障害児等療育支援事業について 

① アセスメントの充実 

講師への周知を含め，アセスメントツールとしての姶良市として取り組まれている，み

かん・りんごシートを活用し，使用した園や講師の声を踏まえてさらに有効活用してい

く。 

② 事業の開拓 

障害児等療育支援事業の広報を行うとともに，事業利用の目的を明確化し，短期長期的

な目標設定を共に考え，支援の効果を見ながら事業を有効に活用していただけるようコ

ーディネートする。 

③ 地域支援力の向上 

保護者や支援者等の不安解消，支援スキルアップ等のため，事業の強みである柔軟性を

最大限に活かし，自立支援協議会，姶良市発達支援ネットワーク会議等で地域の子ども

に関する発達支援現状や課題等を抽出し，協議を行う。 

取り組み事項（２）に対する評価 

① 姶良市保育サポート事業でのシート活用を参考に，今年度から当事業においても同じような

方法で使用を進めている。課題としては，シートの作成は進んでいるものの，現場の保育士

等が充分に活用しきれていない現状が見られるため，支援の過程で具体的な活用方法を伝え

ていく必要がある。 

② 広報については，モニタリングの機会を活用し園や学校等に対して当事業のリーフレットを
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渡すとともに，市保育園協会などへ広報を行ったことにより，新規の依頼も数園寄せられた。

課題としては，成人への対象拡大に伴い，成人の福祉サービス事業所等へ改めて案内を行う

ことで，ニーズの掘り起こしが必要である。 

③ 発達支援の現状については，自立支援協議会や教育委員会の会合への参画を通して把握し，

その情報を，毎月の県子ども総合療育支援センターコーディネーター会および連絡会等の機

会を通して共有することができた。課題としては，コーディネーター会及び連絡会前に事業

所としての意見集約や，会議参加後の事業所内での情報共有，協議を強化することにより，

地域のニーズに応じた療育等支援事業の有効な活用方法を見出していくことが必要である。 

 

（３） 職員の資質向上について 

① 対人援助技術と調整力の向上 

研修や各種会議等に参加し，伝達の手段の工夫や機会の確保を行い職員の知識の向上を

図る。また同行研修や困難事例の検討など，適宜スーパービジョンを行い，相談支援専門

員としての質の向上に繋げる。さらには，関係各機関との連携の中で相談支援専門員と

しての役割を認識し，多職種連携チーム支援におけるコーディネート力を高める。 

② 情報共有，発信の促進 

LINE ワークスの活用や共有の方法を改善（音声文字起こし機能活用等）することにより，

より効率的かつ迅速な事業所内で情報共有の促進を図る。 

相談支援事業および相談支援専門員の情報発信を SNS や研修などの場を通して，事業

所全体の資質向上に繋げる。 

取り組み事項（３）に対する評価 

① 伝達の手段の工夫については，研修や会議などでディスプレイを使用するなど，視覚的な工

夫を行ない，見せ方を工夫することで短い時間で話す意識の定着が図られた。しかし，伝え

たいことが多すぎて，「結局何が一番大切か」という要点がぼやけてしまう状況もみられてい

る。また，相談員によっては知識や経験不足も見られることから，ケース同行を通した多角

的な視点を学ぶ機会を確保する。 

② インスタの情報発信担当を毎月決めて，定期的に情報を届ける取り組みを実施した。また夏

場に地域の学校で福祉サービス説明を行うなど，地域でのに情報発信活動も取り組んだ。課

題としては業務スキルとして動画編集スキルを磨き，相談員の業務をよりわかりやすく伝え

ていくと同時に，事務処理の効率を図り，ICT を賢く使い，効率化により生まれた時間をも

っとアウトリーチの時間に活用する。 

 

3 年間計画 

 障害児等療育支援事業  

 4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 
合計 

在宅支援訪問 

療育指導事業 
1 1 1 1 1 0 2 2 2 0 0 0 11 

在宅支援外来 

療育指導事業 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

施設支援一般 

指導事業 
1 0 2 0 1 0 0 1 2 2 1 0 10 

合計 2 1 3 1 2 0 2 3 4 2 1 0 2１ 



- 39 - 

 

会議・研修等 

月 会議等 研修等 

4 ○障害児等療育支援事業コーディネーター会 

〇姶良地区主任相談支援専門員会議 

〇姶良市保育所等への支援に関するネットワーク会議 

〇姶良市就学相談説明会 

 

5 ○姶良市地域自立支援協議会 こども部会 

〇姶良市教育支援会議 

〇鹿児島県障害児等療育支援事業コーディネーター会議 

〇令和 7 年度鹿児島県相談支援専門員協会総会 

〇令和 7 年度鹿児島県相談支援専門員協会総会 

〇鹿児島県サビ管児発管相談支援従事者講師研修 

6 〇姶良市地域自立支援協議会 相談支援部会 

〇姶良市地域自立支援協議会 就労支援部会 

〇姶良地区主任相談支援専門員会議 

〇姶良市教育員会連携協会 

〇鹿児島県障害児等療育支援事業コーディネーター会 

〇姶良市教育委員会連携協議会 分地協議会 

〇法人内 OJT 研修（地域生活課） 

 

7 〇姶良市地域自立支援協議会 こども部会 

○鹿児島県障害児等療育支援事業コーディネータ

ー・連絡会議 

〇姶良市地域生活支援拠点事業説明会 

 

 

〇鹿児島県サビ管児発管相談支援従事者講師研修 

〇姶良市地域自立支援協議会医療ケア児グループ会議 研修会 

〇鹿児島県サビ管ファシリ向け研修 

〇加治木特別支援学校教職員保護者向け研修（講師派遣） 

〇事業所単独による地域交流事業（はるまちサミット） 

〇鹿児島国際大学ソーシャルワーク実習事前協議会 

〇就労選択支援事業研修 

〇ユニバーサルビーチ講習会 

8 〇姶良市地域自立支援協議会 全体会 

〇姶良市地域自立支援協議会 医療ケア児グループ会議 

〇あいらいさ地区就労支援ネットワーク会議 

〇鹿児島県障害児等療育支援事業コーディネーター会議 

〇ユニバーサルビーチ サポーター参加 

〇鹿児島国際大学ソーシャルワーク実習（8/4～

9/5） 

9 ○姶良市地域自立支援協議会 こども部会 

〇姶良市地域自立支援協議会 相談支援部会 

○鹿児島県障害児等療育支援事業コーディネーター会議 

〇九州地区主任相談支援専門員研修 

〇鹿児島国際大学ソーシャルワーク実習（8/4～9/5） 

〇鹿児島県相談支援専門員協会研修会 

〇立哨 

10 ○鹿児島県障害児等療育支援事業連絡会 

〇姶良市教育委員会分地協議会 

〇姶良市地域自立支援協議会 就労支援部会 

○鹿児島県障害児等療育支援事業コーディネーター会議 

○九州地区主任相談支援専門員研修 

〇ないごて探求活動（枕崎高校） 

〇星空映画会 

 

11 〇姶良市教育支援会議 

〇姶良市地域自立支援協議会 こども部会 

○鹿児島県障害児等療育支援事業コーディネーター会議 

○相談支援専門員現任研修 

〇はるまち地区合同不審者対策訓練 

〇鹿児島県職場内研修担当者研修 

12 〇姶良市地域自立支援協議会 相談支援部会 

〇鹿児島県立姶良病院地域ネットワーク会議 

 

 

 

○鹿児島県発達障害地域対応力向上研修 

〇姶良市地域自立支援協議会 相談支援部会ＧＳＶ 

〇鹿児島県知的障害者福祉協会施設長等研修会 

〇鹿児島国際大学ソーシャルワーク実習Ⅱ事後協議会 

〇鹿児島国際大学ソーシャルワーク実習Ⅰ事前協議会 

〇ないごて探求（年度総括） 
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〇鹿児島県職場内研修担当者研修 

〇はるまち地区合同秋祭り 

〇相談支援専門員現任研修 

1 ○鹿児島県障害児等療育支援事業連絡会 

〇姶良市教育支援委員会 

○相談支援専門員現任研修 

 

2 〇姶良市地域自立支援協議会 相談支援部会 

〇姶良地区主任相談支援専門員会議 

〇姶良市教育委員会連携協議会 

〇姶良市地域自立支援協議会 全体会 

〇あいらいさ地区障害者就業生活センター連絡会 

〇姶良市発達支援ネットワーク会議 

○鹿児島県障害児等療育支援事業コーディネーター会議 

○鹿児島国際大学ソーシャルワーク実習（2/2～2/6） 

〇姶良市長と語る会 

〇事業所単独による地域交流事業（はるまちサミット） 

〇相談支援専門員現任研修 

〇鹿児島県精神障害者地域支援研修 

 

3 ○姶良市地域生活支援拠点会議 

○鹿児島県障害児等療育支援事業連絡会 

○県精神障害者地域移行研修 

〇県知的障害者福祉協会研修 

 



(別紙１）

年月

会議名 （事業計画等周知月間）
（ヒヤリハット月間）
（BCP周知月間）

（接遇マナー月間）
（事業報告等周知月間）
（ベストスマイル月間）

（虐待防止人権擁護月間）
（交通安全月間）

（防犯月間）
（ハラスメント防止月
間）

（業務内容整理月間）
(BCP周知月間）

（来年度どうする月間） （虐待防止人権擁護月間）
(ランニングコスト削減

（環境）月間)
(ありがとう月間)

日
程

R7.6.26（木）

日
程

5.20第１回理事会
6.10第２回理事会
6.27第３回理事会

1.5第４回理事会 3.26第5回理事会

・監事監査(令和6年度
(2024年度)決算監
査)

・令和7年度(2025年
度)通常理事会（第1回）
同上

理事選任/みなし決議

・外部会計監査(同上) ・社労士諸規定確認 ・外部会計監査

日
程

4/18 5/23 6/20（金） 7/25（金） 8/22（金） 9/19（金） 10/24（金） 11/21（金） 12/19（金） 1/23（金） 2/20（金） 3/20（金）

・新任職員等育成及び
指導状況の把握改善

・賞与支給に係る評価
及び面談

・事業計画進捗確認等
（PDCA）

・虐待防止人権擁護アン
ケート決定

・人材育成に関する現
状把握と振り返り

・事業計画進捗確認等
（PDCA）

・前期収支状況確認等 ・OJT実施状況振り返り
・事業計画進捗確認等
（PDCA）

・人材育成に関する現
状把握と振り返り

・事業計画進捗確認等
（PDCA）

・令和6年度(2024年
度)事業報告及び決算
状況確認・作成

・ハラスメントアンケート決
定

・賞与支給に係る評価
及び面談

・令和8年度(2026年
度)事業計画・予算立案

・令和8年度(2026年
度)事業計画浸透及び
実施体制の決定

・令和7年度(2025年
度)決算概算確認

日
程

4/16（水）
10：00-12：00

5/20（火）
10：00-12：00

6/17（火）
10：00-12：00

7/14（月）
10：00-12：00

8/20（水）
13：30-15：30

9/16（火）
10：00-12：00

10/17（金）
10：00-12：00

11/19（水）
10：00-12：00

12/15（月）
10：00-12：00

1/20（火）
13：30-15：30

2/16（月）
10：00-12：00

3/17（火）
10：00-12：00

・新任職員等育成及び
指導状況の把握改善

・賞与支給に係る評価
及び面談

・事業計画進捗確認等
（PDCA）

・OJT実施状況振り返り
・人材育成に関する現
状把握と振り返り

・事業計画進捗確認等
（PDCA）

・賞与支給に係る評価
及び面談

・OJT実施状況振り返り
・事業計画進捗確認等
（PDCA）

・人材育成に関する現
状把握と振り返り

・事業計画進捗確認等
（PDCA）

・虐待防止人権擁護アン
ケート内容検討

・ハラスメントアンケート
内容検討

・令和8年度(2026年
度)事業計画・予算立案

・令和8年度(2026年
度)事業計画浸透及び
実施体制の検討

日
程

4/9（水）
10:00-12:00

5/14 （水）
10:00-12:00

6/11(水）
10：00-12：00

7/9（水）
10：00-12：00

8/18（月）
10：00-12：00

9/9（火）
10：00-12：00

10/8（水）
10：00-12：00

11/12（水）
10：00-12：00

12/9（火）
10：00-12：01

1/14（水）
10：00-12：00

2/13（金）
10：00-12：00

3/10（火）
10：00-12：00

・新任職員等育成及び
指導状況の把握改善

・賞与支給に係る評価
及び面談

・事業計画進捗確認等
（PDCA）

・虐待防止人権擁護アン
ケート内容検討

・人材育成に関する現
状把握と振り返り

・事業計画進捗確認等
（PDCA）

・賞与支給に係る評価
及び面談

・OJT実施状況振り返り
・事業計画進捗確認等
（PDCA）

・人材育成に関する現
状把握と振り返り

・プリセプターシップ　・セ
ルフキャリアドッグ実施状
況振返り

・事業計画進捗確認等
（PDCA）

・2025MVG
・ベストスマイルアワー
ド

・法人PR月間　HP更
新・インスタグラム発信

・研修受講案内の振り
返り

・ハラスメントアンケート
内容検討

・個別支援の内容をど
う伝えていくかの計画

・研修受講案内の振り
返り

・令和8年度(2026年
度)事業計画・予算立案

・研修計画の振り返りと
次年度計画

・令和8年度(2026年
度)事業計画浸透及び
実施体制の検討

・事業計画の周知
・現場における個別支援
計画の周知

・自事業所の取得してい
る加算について周知

・研修計画の振り返りと
次年度計画

【サクラボ】ﾋｭｰﾏﾝｽｷﾙ

管理職研修→組織が一
体となる目標設定

同→課題解決
同→モチベーション・マ
ネジメント

同→基礎 同→タイムマネジメント
同→感情のセルフマネ
ジメント

日
程

4/1 5/1 6/2 7/1 8/1 9/1 10/1 11/4 12/1 12/26 2/2 3/2

・入社式、辞令交付式
・Best　of　MVG発表

・管理職向け研修（社会
保険労務士）

・2025年度　MVGﾌﾟﾚ
ｾﾞﾝ

・令和7年度(2024年
度)年度事業計画説明

日
程

4/18 5/23 6/20（金） 7/25（金） 8/22（金） 9/19（金） 10/24（金） 11/21（金） 12/19（金） 1/23（金） 2/20（金） 3/20（金）

・安全衛生委員会
・事故対策防止委員会

・安全衛生委員会
・事故対策防止委員会

・安全衛生委員会
・事故対策防止委員会

・安全衛生委員会
・事故対策防止委員会

・安全衛生委員会
・事故対策防止委員会

・安全衛生委員会
・事故対策防止委員会

・安全衛生委員会
・事故対策防止委員会

・安全衛生委員会
・事故対策防止委員会

12/26仕事納め ・1/5仕事始め
・安全衛生委員会
・事故対策防止委員会

・安全衛生委員会
・事故対策防止委員会

・虐待防止人権擁護委員会
・サービス等担当委員会

・虐待防止人権擁護委員会
・サービス等担当委員会

・虐待防止人権擁護委員会
・サービス等担当委員会

・虐待防止人権擁護委員会
・サービス等担当委員会

・虐待防止人権擁護委員会
・サービス等担当委員会

・虐待防止人権擁護委員会
・サービス等担当委員会

・虐待防止人権擁護委員会
・サービス等担当委員会

・虐待防止人権擁護委員会
・サービス等担当委員会

・安全衛生委員会
・事故対策防止委員会

・安全衛生委員会
・事故対策防止委員会

・虐待防止人権擁護委員会
・サービス等担当委員会

・虐待防止人権擁護委員会
・サービス等担当委員会

・ヘルスケア委員会

・評議員選任・解任委員会

・ヘルスケア委員会 ・ヘルスケア委員会

・虐待防止人権擁護委員会
・サービス等担当委員会

・虐待防止人権擁護委員会
・サービス等担当委員会
・ヘルスケア委員会

6 令和7年度(2025年度)　階層別会議等日程実施一覧

2025/4 2025/5 2025/6 2025/7 2026/3

評議員会 内
容

・令和7年度(2025年
度)定時評議員会（事業
報告及び決算報告）

理事会等

内
容

・令和8年度(2026年
度)通常理事会（第2回）
事業計画・予算

2025/9 2025/10 2025/11 2025/12 2026/1 2026/22025/8

運営会議
内
容

・プリセプターシップ　・セ
ルフキャリアドッグ実施状
況振返り

リーダー会議
内
容

・プリセプターシップ　・セ
ルフキャリアドッグ実施状
況振返り

マネージャー会議
内
容

職員会議
(役職員会議) 内

容

その他
内
容



 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7(2025)年度 

人材育成計画及び職場内研修年間計画 

実施報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人敬天会 
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【令和 7 年度人材育成計画及び職場内研修年間計画】 

 

法人の成長と発展のために，経営資源としての「人材」を育成し， 

組織活性化に取り組み，事業の継続に繋げます。 

 

 

経営理念   “あたたかい社会づくりへの努力と研鑽を続けます” 

経営方針３ 人材の確保・育成 

      ② 社会福祉法人が果たすべき役割と対人支援の意義への共感・理解を深め， 

追求し，共に成長をめざします。 

      ③ 主体的，自律/自立的なリーダーの育成とそのマネージメント能力（人材 

育成力・財務管理能力）の向上に取り組みます。 

 

 

推進目標 

 1 経営理念，経営方針，人材育成方針，人材育成目標（求められる職員像），職場のこだ 

わりの浸透と共有に取り組みます。 

 2 組織力の強化・向上に向け，コミュニケーション（意思疎通）を活発に行い，動機づ 

け（モチベーション）を高めるよう取り組みます。 

 3 職員が主体的に行動するため幅広い知識習得の場を提供します。 

 

取り組み事項 

 １  社会福祉法人の社会的な役割に加え，法人の事業説明とともに理念やビジョンを 

周知する研修の場を作ります。 

 2  研修や講習で得た知識や情報をワークショップなどで活用し，現場で実践に結び付 

   けられるよう学びをサポートするとともに，各事業所においてグループスーパービ 

ジョン等の手法を活用したミーティングを実践します。 

 3  横の繋がりを醸成し，チームケアが実践できるようチームワークを構築し，リーダ

ーシップを発揮する人材を育成します。 

 ４  新規採用職員及び希望者に，知的障害がある方を支援するための基礎講座（６ヶ月 

   間の通信講座）の受講を推奨し，次のステップである知的障害援助専門員通信教育 

（１年間の通信講座）に繋げ，知的障害福祉士（日本知的障害者福祉協会認定資格） 

を育成します。 

 ５  支援の質を高めるため専門知識の習得を促し，学びを継続する人材を育成します。 
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総括 

令和 6 年度より義務化された業務継続計画（BCP）については，令和 7 年度も引き続き，

自然災害時の対応，感染症対策指針・マニュアル，感染症発生時の BCP 内容を職員へ周知

し，必要な見直しを行った。通所事業所では，緊急災害発生後に利用者を安全に引き渡すた

め，緊急引き渡しフローチャートの活用，緊急連絡先情報の更新，引き渡し訓練を継続した。 

今年度は，基礎研修を含む研修全体の参加率が低迷した。現場の人材不足による業務負担の

増加が影響したものと考えられる。そのため，集合研修の参加が難しい課では，グループミ

ーティングの時間を活用し，短時間でも学びの機会を確保するなど，参加しやすい環境づく

りに努めた。 

事業所別課内研修は以下のとおり 

 

また，新たな取り組みとして中堅職員活性研修を実施した。中堅職員としての役割自覚を促

し，主体的な業務遂行や組織活性化につなげることを目的としたもので，研修を通じて個々

の課題だけでなく事業所全体の課題も明確となり，今後の人材育成や組織運営に活かす視

点が得られた。 

さらに，当法人では，障害者支援に携わる職員が知的障害への理解を深め，専門性を高めて

いくことを目的として，令和 2 年度より「知的障害を理解するための基礎講座」の受講支

援を開始した。これは，日本知的障害者福祉協会が定める資格取得の流れ（基礎講座 → 援

助専門員通信教育 → 実務経験 → 認定講習会・試験）を踏まえ，法人内で知的障害福祉士

を育成するためには長期的な計画が不可欠であるという判断に基づくものである。 

受講促進のため，受講料補助や学習環境の整備を行い，毎年継続的に受講者を増やしてきた。

その結果，基礎講座および援助専門員通信教育の修了者が着実に増加し，令和 7 年度には，

法人として掲げていた「5 年以内に知的障害福祉士を誕生させる」という目標が実現し，初

めて 2 名の知的障害福祉士（民間資格）が誕生した。 

知的障害福祉士は，基礎講座・通信教育・実務経験・認定講習会・試験という長いプロセス

を経て取得する高度な専門資格であり，今回の取得は，法人が進めてきた長期的な人材育成

の成果として大きな意義を持つ。 

総務課
障害者支援施設

さちかぜ
満天ハイツ

晴町
kakeru
hopen

共生型地域自立支援
センターたたえ

クリエイティブサポート
くじら

コミュニティケア
ぺんぎん

生活支援センター
さちかぜ

8/13　　　      　　　4名
虐待防止人権擁護研修

11月　　　　　31名
BCP研修(感染症対策)

5月　　　　　　11名
虐待防止人権擁護研修

10/30　　　　　11名
BCP研修(感染症対策)

R7.5.2　　　　　　　　2名
BCP研修（非常災害）

2/4　　　　　　4名
虐待防止人権擁護研修

10月　　　  　　7名
BCP研修(感染症対策)

6月　　　  　　７名
児童分野の社会資源

10/1-31　　   　　　7名
ハラスメント研修

1月　　　　　7名
BCP研修(感染症対策)

6月　　　  　　4名
接遇マナーについて

8-9月　　　　　　10名
虐待防止人権擁護研修

R7.5.10
BCP訓練（机上訓練）

2月　　　  　　6名
BCP研修(感染症対策)

10月　　   　　　8名
ハラスメント研修

7月　　　  　　７名
BCP研修(机上訓練)

10/30　　   　　　　4名
BCP研修(感染症対策)

2月　　　　　12名
BCP研修(災害・感染症対策)

6月　　　  　　8名
預かり金等管理について

9/5　　　　　　3名
ピアサポート研修

6/11　　　　　　11名
接遇研修

５月　　　  　　１名
BCP研修（災害対策）

2月　　　　　　7名
虐待防止人権擁護研修

8月　　　  　　７名
虐待防止人権擁護研修

1/14　　　　    　　3名
虐待防止人権擁護研修

7月　　　　　　30名
虐待防止人権擁護研修

7月　　　  　　5名
BCP研修(災害・感染症対策)

11月　　　  　　2名
BCP研修（災害対策）

R7.7.29
BCP訓練（机上訓練）

11月　　　  　　４名
BCP研修（災害対策）

2月　　　　　7名
BCP(災害対策)

9月　　　  　　７名
就労選択支援事業

8月　　　　　　6名
虐待防止人権擁護研修

10月　　   　　　2名
ハラスメント研修

2月　　　　　　1名
虐待防止人権擁護研修

８/13　　　　　　13名
虐待防止・人権擁護研修

２月　　　  　　１名
BCP研修（災害対策）

10月　　　  　　　７名

①BCP研修(感染症対策)

➁県内における特別支援教育の現状

12月　　　　　　25名
虐待防止人権擁護研修

1月　　　　　　3名
虐待防止人権擁護研修

2/5　　　　　3名
BCP(感染症対策)

10/8　　　　　　11名
感染症対策研修（着脱訓練）

10月　　   　　　7名
ハラスメント研修

11月　　　　　７名
障害児等療育支援事業

1月　　　　　　11名
虐待防止人権擁護研修

2月　　　  　　11名
BCP研修(感染症対策)

3/18　　　　　5名
BCP(災害対策)

R7.11.29
BCP訓練（引き渡し訓練）

2月　　　　　　７名
虐待防止人権擁護研修
（相談支援と虐待防止）

3月　　　　　7名
BCP研修(災害・感染症対策)

2月　　　　　　13名
虐待防止人権擁護研修

１/1４　　　　　　1４名
虐待防止・人権擁護研修

3月　　　　　　７名
高次脳機能障害

3月　　　　　　8名
虐待防止人権擁護研修

6月　　　　　13名
食中毒の予防と蔓延防止

6月-12月　　　　　80名
衛生勉強会　食中毒菌と予防法

3月　　　　　　　12名
代替コミュニケーション
(AAC)の必要性と行動療法

12月　　　　　　2名
排泄支援に必要な知識

令和7年度　事業所別課内研修実施報告
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今後も，引き続き外部研修や通信講座の受講支援を継続し，現場の状況に応じた柔軟な学び

の機会を確保するとともに，知的障害福祉士取得者が身につけた知識や技術を現場へ還元

し，法人全体の支援の質向上につなげる取り組みを進めていく。 

働きやすい職場環境を醸成させるのはひとりひとりの職員であり，個々の職員が主体的に

行動できるよう必要な情報の提供と計画に沿った研修を実施し，OJT の実践に繋げること

を推進した。 

 

令和 7 年度 職員会議後の役職者内部研修実施報告 

令和 7 年度は，職員会議後の時間を活用し，外部講師による研修を実施した。まず，社会

保険労務士を招き，人事労務管理に関する基礎知識や法改正への対応，職場における留意点

について学び，役職者を中心に実務に直結する理解を深める機会となった。 

また，株式会社九州経済研究所より講師を招き，チームマネジメントや心理的安全性，部署

間連携，リーダーシップなどをテーマとした研修を実施した。役職者だけでなく職員も参加

できる内容とし，組織内のコミュニケーション向上や，階層間の視点の違いを理解する機会

につながった。 

これらの外部講師による研修は，専門的な知見を取り入れることで，組織としての課題を客

観的に捉える契機となり，今後の人材育成や組織力向上に向けた取り組みを進めるうえで

有意義なものとなった。 

 

※職員会議後の役職者内部研修実施状況は，添付資料 1 参照 

 

令和 7 年度 基礎研修 

令和 7 年度も，新任職員を含む全職員を対象として基礎研修を毎月実施した。異業種から

の転職者が多い状況を踏まえ，当法人の事業内容や就業規則の説明，障害特性の理解，社会

的障壁による生活上の制限についての学び，さらに地域の社会資源の見学を通して，福祉サ

ービスを提供するうえで必要な基礎的知識の習得を図った。 

令和 6 年度の基礎研修受講者は延べ 480 名であったが，令和 7 年度は延べ 375 名とな

り，前年度より約 2 割減少した。現場の人員不足による業務負担の増加が影響し，参加率

が伸び悩んだことが要因として考えられる。一方で，新規採用者を中心に基礎的な理解を深

める機会として活用されており，繰り返し受講することで理解が定着することを引き続き

伝えながら，参加しやすい環境づくりに取り組んだ。 

 

年度別 受講数（人） 年度別 受講数（人）
令和2年度 6 令和2年度 2
令和3年度 10 令和3年度 0
令和4年度 2 令和4年度 5
令和5年度 8 令和5年度 2
令和6年度 4 令和6年度 2
令和7年度 8 令和7年度 2

知的障害を理解するための基礎講座

（6ヶ月）
知的障害援助専門員通信教育（１年）



4 

 

※基礎研修実施状況は，添付資料 2 参照 

 

令和７年度 ふりかえり WS（ワークショップ）実施報告 

医療，看護，保健，福祉，介護，教育などの分野で，人と関わり，人を相手にする職業は援

助職と言われている。援助職は相手の感情に寄り添う仕事であり，怒りをぶつけられたり，

泣かれたりといった，精神的な負担を伴う「感情労働」の側面がある。そのため，自分自身

の状態を安定させ，高いパフォーマンスを発揮するために自己理解を深めることが大切で

あり，そのための研修として，自分自身のキャリアをふりかえるキャリアガイダンス，セル

フマネジメント，セルフケアについて学ぶ機会の提供と安心して働けるよう OJT を実践に

結び付けるためのプリセプターシップ制度の説明，福祉分野に関する最新情報の提供をす

る機会を設け研修を実施した。 

 

※ふりかえり WS 実施状況は，添付資料 3 参照 

   

令和 7 年度 ケアサポート講習実施報告 

令和 7 年度も，鹿児島県介護労働安定センターに講師派遣を依頼し，ケアサポート講習を

実施した。介護福祉士資格保持者の知識更新や，異業種からの転職者の基礎技術の習得を目

的として，毎年継続して実施しているものである。 

例年の内容に加え，「薬の基礎知識」「水害発生後の感染症対策」「看取り支援を踏まえた個

別ケア」など，現場の関心が高いテーマを取り入れたことから，受講者からも好評で，実践

に直結する学びの機会となった。 

また，特定技能外国人職員を対象とした研修も実施し，日本語・タガログ語・英語による多

言語での講義を行った。文化理解や社会福祉法人の役割，職員として求められる行動につい

て学ぶ内容とし，外国人職員が安心して働ける環境づくりにもつながった。 

これらの講習を通して，基本の振り返りと新たな気づきの双方を得ることができ，利用者主

体の支援と質の高いサービス提供に向けた学びの場として有意義な取り組みとなった。 

 

※ケアサポート講習実施状況は，添付資料 4 参照 

 

令和 7 年度 職場外派遣研修（OFF-JT）実施報告 

コロナ対策の影響を受け，多くの外部研修がオンライン開催となり，関係機関が主催する主

要な研修等も受講しやすくなった。外部の研修受講は，視野が広がり，他事業所との交流も

生まれ，刺激を受けながら学べる機会となった。 

  

※職場外派遣研修実施状況は，添付資料 5 参照 

 


